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はじめに 
本取扱説明書は、ＰＲＯＳＥＣ－Ｔシリーズ Ｔ２／Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎ用ＦＡコントロールネットワーク［ＦＬ

－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）］モジュール（ＦＬ２１１およびＦＬ２１２）の取扱説明書です。これらモジュールの

ハードウェアおよびその取扱方法について説明しています。尚、ＦＬ－ｎｅｔの全般的な事柄につきましては、

ＦＬ－ｎｅｔ共通取扱説明書に記載してありますので、併せてお読みください。 
ＦＬ２１１およびＦＬ２１２では、準拠しているＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）のプロトコルが下記のように

異なります。このため、ＦＬ２１１とＦＬ２１２は同一ネットワーク上で動作することはできません。他社製の

ＦＬ－ｎｅｔ準拠モジュールと接続する場合でも、プロトコルのバージョンにご注意下さい。 
ＦＬ２１１ ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）プロトコル バージョン１．００準拠 
ＦＬ２１２ ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）プロトコル バージョン２．００準拠 
ＦＬ２１１とＦＬ２１２はＴシリーズコントローラ（Ｔ２／Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎ）へのインタフェースは共通です

ので、以降の説明はＦＬ２１１で統一します。 

 
第１章 概要 
ＦＬ２１１の特長および機能について説明しています。 

第２章 仕様 
ＦＬ２１１の仕様について説明しています。 

第３章 ハードウェア 
ＦＬ２１１の概観構造および各部位について説明しています。 
第４章 実装・配線 

ＦＬ２１１モジュールの実装方法およびＦＬ２１１まわりの配線について説明しています。 
第５章 立ち上げ 

ＦＬ２１１の立ち上げ方法について説明しています。 
第６章 動作モード 
 ＦＬ２１１の動作モードについて説明しています。  

第７章 拡張メモリ空間 
ＦＬ２１１の拡張メモリ空間にマッピングされた各種情報について説明しています。 

第８章 拡張メモリ空間のアクセス方法 
 Ｔ２＊のユーザプログラムからＦＬ２１１の拡張メモリ空間をアクセスする方法について説明しています。 
第９章 サイクリックデータのアクセス方法 

サイクリック伝送に使用されるコモンメモリのアクセス方法について説明しています。 
第１０章 テキスト受渡し手順 

 Ｔ２＊とＦＬ２１１との間のテキスト受渡しの手順について説明しています。 
第１１章 メッセージ伝送 
 テキスト受渡し手順を使用して、ＦＬ－ｎｅｔのメッセージ伝送を行う方法について説明しています。 

第１２章 専用要求 
テキスト受渡し手順を使用して、Ｔ２＊からＦＬ２１１モジュールに対する発行する専用要求について説明 

しています。 
第１３章 ＲＡＳ情報 
ＦＬ２１１に用意されている RAS情報について説明しています。 

第 1４章 保守 
 点検項目、不適合時の調査手順について説明しています。 

付録Ａ サンプルプログラム 
 ＦＬ２１１のメッセージ伝送のサンプルプログラムを添付しています。 
付録Ｂ パラメータおよび情報一覧 

 この取扱説明書で使用します各種パラメータおよび情報について説明しています。 
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 このネットワークの取扱説明書としましては、以下のものがありますので併せてお読みください。特に、ＦＬ

－ｎｅｔ共通取扱説明書には、ＦＬ－ｎｅｔに関して共通的な説明が記載されていますので必ずお読みください。

また、接続機器の説明書も併せてお読みください。 

 
＜ＦＬ－ｎｅｔ取扱説明書＞ 

・統合コントローラＶシリーズ ＦＡコントロールネットワーク［ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）］ 
 共通取扱説明書（６Ｅ８Ｃ４１０８） 
ＦＬ－ｎｅｔネットワーク全体の説明、パラメータ、サイクリック伝送、メッセージ伝送および伝送路の敷設

方法など共通的な事柄について説明しています。 

 
・統合コントローラＶシリーズ model 2000 ＦＡコントロールネットワーク［ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）］ 
 ＦＬ６１１モジュール取扱説明書（６Ｅ８Ｃ４０８２） 
 model 2000用伝送モジュールＦＬ６１１の取扱・保守について説明しています。 

 
・統合コントローラＶシリーズ model 3000 ＦＡコントロールネットワーク［ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）］ 

 ＦＬ３１１モジュール取扱説明書（６Ｅ８Ｃ４１０９）  
 model 3000用伝送モジュールＦＬ３１１の取扱・保守について説明しています。 

 
・ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ２シリーズ ＦＡコントロールネットワーク［ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）］ 
 ＦＬ２１１モジュール取扱説明書（６Ｅ３Ｂ０７５０）本書 

 Ｔ２シリーズ用伝送モジュールＦＬ２１１の取扱・保守について説明しています。 

 
・ＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３シリーズ ＦＡコントロールネットワーク［ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）］ 

ＦＬ３１１モジュール取扱説明書（６Ｅ３Ｂ０７５１）  
 Ｔ３シリーズ用伝送モジュールＦＬ３１１の取扱・保守について説明しています。 

 
備考：統合コントローラ model 3000とＰＲＯＳＥＣ－Ｔ３シリーズは、伝送モジュールとして同じＦＬ３１１
を使用しますが、コントローラ側の使用方法が異なります。 
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必ず守ってください 
装置をご使用いただく上で、操作者の安全を守り、装置の正常な動作を保つために、次の事項を守って下さい。 

 
１．取扱説明書を熟読されたうえでご使用ください。 

２．下記の環境での設置および保管は避けてください。 
  （１）じんあいの多い場所。 
  （２）腐食性ガス（ＳＯ２、Ｈ２Ｓなど）の発生する場所。 

  （３）振動、衝撃のある場所。 
  （４）この取扱説明書の設置条件から外れる低温および高温環境。 

  （５）湿度の高い場所。 
３．装置の周囲温度および内部温度が異常に上昇した場合や装置に故障の生じた場合は、使用を止めて装置の電 
源を切り、最寄りの当社サービス担当窓口までご連絡ください。 

４．装置のケースは開けないでください。 
５．装置の改造は行わないでください。 

６．輸送時など、製品を落下させないでください。 
７．ＦＬ２１１およびＦＬ２１２では、準拠しているＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）のプロトコルが下記のよう

に異なります。このためＦＬ２１１とＦＬ２１２は同一ネットワーク上で動作することはできません。他社

製のＦＬ－ｎｅｔ準拠モジュールと接続する場合でも、プロトコルのバージョンにご注意下さい。 
ＦＬ２１１ ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２） プロトコルバージョン１．００準拠 
ＦＬ２１２ ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２） プロトコルバージョン２．００準拠 

 
ＦＬ２１２をプロトコルバージョン１．００のネットワークに参加させると、ＦＬ２１２は下記のダウン状

態になります。 
ステーションステータス ＤＯＷＮビットがＯＮ 
ダウン情報 ０８００ｈ 

ＲＵＮ 点灯 
ＬＮＫ 消灯 
ＴＸ 消灯 
ＲＸ 点灯または点滅 

ＬＥＤ表示 

ＰＥＲ 消灯 
ＦＬ２１１をプロトコルバージョン２．００のネットワークに参加させると、ＦＬ２１１はダウンはしませ

んが、ネットワークに参加できません。 

ＲＵＮ 点灯 
ＬＮＫ 点滅 
ＴＸ 点滅 
ＲＸ 点灯または点滅 

ＬＥＤ表示 

ＰＥＲ 消灯 
 

 
    注 意 
・ＦＬ－ｎｅｔ（ＯＰＣＮ－２）プロトコルバージョン１．００準拠機器とバージョン２．００準拠

機器を同一ネットワーク上で動作させることはできません。 
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１ 概要 

ＰＲＯＳＥＣ ＴシリーズＴ２／Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎ用ＦＬ－ｎｅｔモジュール（以下ＦＬ２１１と呼びます）は、

Ｔ２＊をＦＬ－ｎｅｔに接続する伝送モジュールです。Ｔ２＊はこのＦＬ２１１を介してＦＬ－ｎｅｔ上の他の

機器とサイクリック伝送およびメッセージ伝送で通信することができます。以下にＦＬ２１１の特長を示します。

なお、ＦＬ－ｎｅｔ全般的な特長については、共通取扱説明書をご参照ください。 

 
ＦＬ２１１の特長 

（１）ＦＬ－ｎｅｔ準拠、マルチベンダシステムの構築が可能 
ＦＬ２１１、ＦＬ２１２の両機種とも（社）日本電機工業会のＦＬ－ｎｅｔの認証試験に合格し、ＦＬ－

ｎｅｔ製品認証を取得済です。同認証を取得した他社コントローラと接続できますので、マルチベンダシ

ステムが構築できます。 
（２）高速サイクリック伝送 

ＦＬ－ｎｅｔの性能目標である 50ms／32台・2kWを実現し、高速のＩ／Ｏデータ通信ができます。 
（３）統合コントローラシステムとの接続が可能 

弊社の新規機種である統合コントローラシステムとＦＬ－ｎｅｔを介しての接続が可能です。 

 
なお統合コントローラと異なり、Ｔ２＊ではこのＦＬ２１１に対するＯＳサポートを行っておりません。従って、

パラメータの設定や各種ＦＬ２１１に対する要求は、ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令によってユーザプログラムから

ＦＬ２１１モジュールに対して直接行うこととなります。 

 

 

図 １.１ ＦＬ２１１の概観図 
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２ 仕様 

 ＦＬ２１１のモジュール仕様を表 ２.１に示します。 

 

表 ２.１ ＦＬ２１１のモジュール仕様 
項  目 内        容 備 考 

実装枚数 
最大４モジュール／1 ステーションシステム
あたり 

実際の実装枚数はステーション

のシステム構成によって変わり

ます 

適用物理層 
・１０ＢＡＳＥ５ 
・１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

どちらか一方を選択します 

接続コントローラ 
ＰＲＯＳＥＣ－Tシリーズ 
 Ｔ２／Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎ 

 

サイクリック

伝送 

容量：８ｋワード＋８ｋビット 
同期／非同期モード（注１） 
伝送性能：５０ｍｓ以下／３２台、 

２ｋワード＋２ｋビット時（注２） 

 
通信 
サービス 

メッセージ 
伝送 

ＦＬ－ｎｅｔメッセージ伝送サポート  

外形・寸法 ３５Ｗ×１３７Ｈ×１０６Ｄ ｍｍ 突起物を除きます 
外部端子台 ＤＣ１２Ｖ ５００ｍＡ以下 ＭＡＵ供給電源 

電源 
内部消費電流 ＤＣ０５Ｖ ６５０ｍＡ以下  

質量 ５００ｇ以下  

 
（注１）Ｔ２＊からＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令で直接コモンメモリのデータをアクセスした場合は、非同期モー

ドとなり、データ値は１Ｗ保証となります。 
同期モードで使用する場合は、専用のコモンメモリ入出力要求によるアクセス方法を使用します。 

この時、データ値は要求単位で保証されます。 

 
（注２）この伝送性能はＦＬ－ｎｅｔの当初の目標性能です。これを実現するためには、各伝送局はトークンを

受信してから約 1.5ms以内でデータの送信とトークンの受け渡しを行うことになります。 
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３ ハードウェア 

 ＦＬ２１１モジュールの部位について述べます。 

 
３．１ 各部位の名称 

 
 

 

図 ３.１ ＦＬ２１１の各部位 

LED表示部 

１０ＢＡＳＥ５接続 

コネクタ 

ＭＡＵ用電源端子台 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ接続 
コネクタ 

ノードアドレススイッチ 

左側：ＮＡ－Ｈ 
右側：ＮＡ－Ｌ 
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３．２ ＬＥＤ表示部 
ＬＥＤ表示部の表示内容を表 ３.１に示します。（ＬＥＤ：Light Emitting Diode） 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

図 ３.２ ＬＥＤ表示部 
 

表 ３.１ ＬＥＤ表示部の表示内容 
ＬＥＤ名称 表示内容 詳細要因 正常時表示 

ＲＵＮ（緑） 

このモジュールのハードウェアが

正常であることを示します。 
点灯：モジュール正常 
消灯：モジュール異常またはパワー

ダウン 

・電源が供給されていない 
・ノードアドレスが「００」、 
「ＦＦ」または他ノードと重複 
・ソフトウェアの暴走 
・ハードウェア異常 

点灯（緑色） 

ＬＩＮＫ（緑） 

ＦＡコントロールネットワークへ

の参加／不参加を示します。 
点灯：参加 
消灯：不参加 

・パラメータの異常または未設定 
・伝送路の異常 
・スタンバイ要求を行ったとき 

点灯（緑色） 

ＴＸ（緑） 点灯：送信中 自ノードが送信により点灯 点灯（緑色） 

ＲＣＶ（緑） 点灯：受信中 
他ノードからのフレーム受信に

より点灯 
点灯（緑色） 

ＬＮＴ（緑） 

１０ＢＡＳＥ－Ｔリンクテストの

状態を示します。 
点灯：正常 
消灯：異常 

・ＨＵＢおよびＨＵＢへの 
ケーブルが異常 

点灯（緑色） 
１０ＢＡＳＥ５ 
使用時は常時 
消灯 

ＰＥＲ（赤） 
パラメータの設定異常を示します。 
点灯：異常 
消灯：正常 

・パラメータ未設定 
・パラメータフォーマット異常 
・サイクリック伝送送信エリア 
が他ノードと重複 

消灯 

ＡＣＣ（緑） 

接続機器からのアクセス状態を示

します。 
点灯：アクセス中 
消灯：非アクセス中 

・接続しているＴ２＊の異常 点灯（緑色） 

ＣＯＬ（赤） 
伝送路上の衝突を示します。 
点灯：衝突発生 

・伝送路の異常 
・イーサネット機器との混在 

消灯 

 

 

ＦＬ２１１ 

○RUN 
○TX 
○LNT 
○ACC 

○LNK 
○RX 
○PER 
○COL 
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３．３ ノードアドレススイッチ（ＮＡ－Ｈ、ＮＡ－Ｌ） 
ＦＬ－ｎｅｔのノード番号を指定する１６進ロータリスイッチで、モジュールの下面にあります。設定はＦＬ

２１１をベースユニットに挿入する前に行って下さい。また細いマイナスドライバを使用して下さい。このノー

ド番号は、ＩＰアドレスのホストアドレスとなります。詳細については、共通取扱説明書の「９．３．４ ＦＬ

－ｎｅｔのＩＰアドレス」を参照してください。 

これにより、ＩＰアドレスは、１９２．１６８．２５０．Ｎとなります。ここで、Ｎがこのスイッチで指定さ

れるノード番号になります。Ｎは１~２５４まで（１６進数では１~１６＃ＦＥ）を指定します。 
ノード番号０は工場設定のための特別なアドレスとして予約されていますので、使用しないでください。この

値に設定した場合、ＦＬ２１１は動作しません。また、ノード番号２５５（１６進数では１６＃ＦＦ）は、禁止

です。この値に設定した場合、アドレス設定異常でダウンします。 

 

表 ３.２ ノードアドレススイッチの設定 
スイッチ名称 設定内容 備考 

ＮＡ－Ｈ 
１６進ノード番号（８ビット）の上位４ビット

を指定します。 

ＮＡ－Ｌ 
１６進ノード番号（８ビット）の下位４ビット

を指定します。 

工場出荷時は、ノード番号

は０１を設定しています。 

 
 

３．４ １０ＢＡＳＥ－Ｔ接続コネクタ 
このモジュールを１０ＢＡＳＥ－Ｔでご使用の場合、カテゴリー５のＵＴＰケーブルを接続します。 
ＵＴＰケーブルのコネクタ方向に注意して、モジュラーコネクタ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）に差し込みます。 

 
 

３．５ １０ＢＡＳＥ５接続コネクタ 
このモジュールを１０ＢＡＳＥ５でご使用の場合、ＡＵＩケーブルを接続します。 
ＡＵＩケーブルのコネクタ方向に注意して、１０ＢＡＳＥ５接続コネクタに差し込み、スライドラッチで固定

します。 

 

 
３．６ ＭＡＵ用電源端子台 
この端子台は１０ＢＡＳＥ５を使用する場合、ＭＡＵ（トランシーバ）電源を供給するためと、ＡＵＩケーブ

ルのシールドを接地するために使用します。添付品の端子ユニットをモジュール前面の端子台に装着し、ＤＣ１

２Ｖ電源を１２Ｖｄｃの＋／－端子に、接地線をＦＧ(フレームグラウンド)端子に接続します。 

１０ＢＡＳＥ－Ｔを使用する場合、ＦＧ端子のみ接地線に接続します。 
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４ 実装・配線 

 ＦＬ２１１の実装・配線について説明します。 

 
４．１ ＦＬ２１１の実装 
 ＦＬ２１１はＴ２＊の基本ユニットおよび拡張ユニットのＩ／Ｏバススロットに実装します。Ｔ２＊１台当た

り最大４モジュール実装することができます。 

 

 
４．２ モジュールの取付け手順 
 
 
 

 
 

 
 
ＦＬ２１１モジュールをユニットに実装する手順を以下に示します。 

 
（１）電源がＯＦＦ状態であることを確認してください。 

通電状態でのモジュールの挿抜は危険ですので行わないでください。 

 
（２）Ｉ／ＯバススロットにＦＬ２１１モジュールを実装します。 

モジュールの実装方法は、Ｔ２＊ Ｉ／Ｏモジュールと同じです。 

 
（３）ＭＡＵ用電源端子台の１２Ｖｄｃ ＋／－端子は、１０ＢＡＳＥ５使用時のみ、外部電源（ＤＣ１２Ｖ）

を接続します。 
ＭＡＵ電源端子台のＦＧ（フレームグランド）端子は、１０ＢＡＳＥ５および１０ＢＡＳＥ－Ｔのどちら

を使用する場合でも接続して下さい。 
 本作業は外部電源も電源を切った状態で行います。 

 
（４）通信ケーブルを接続します。 
１０ＢＡＳＥ５の場合は、 ＡＵＩケーブルを１０ＢＡＳＥ５接続コネクタに接続します。 

１０ＢＡＳＥ－Ｔの場合は、ＵＴＰケーブルを１０ＢＡＳＥ－Ｔ接続コネクタに接続します。 

 
（５）電源ラインのノイズフィルタについて 
電源ラインからのノイズの影響を抑えるため、電源ラインにノイズフィルタを取り付けて下さい。 
ノイズフィルタ…ＭＢＷ－１２０３－２２（デンセイ・ラムダ製） 

 
 

４．３ モジュールの取り外し 
 ＦＬ２１１モジュールの取り外しは、電源を切ってから取付けと逆の順で行ってください。 

 

注 意 
・モジュールの取付けおよび取り外しは必ず電源(コントローラ側電源とDC12V外部電源)を切って 
 行ってください。通電中に取付けおよび取り外しを行うと、故障や感電の恐れがあります。 
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４．４ 通信ケーブルの接続 
ＦＬ２１１は１０ＢＡＳＥ５および１０ＢＡＳＥ－Ｔの 2種類をサポートしています。システムに応じて選択
してください。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（１）１０ＢＡＳＥ５への接続 

ここでは、ＭＡＵ（トランシーバ）、ＡＵＩケーブルが、既に準備されている状態からの接続手順を示します。 
①１０ＢＡＳＥ５接続コネクタのスライドスイッチを上に押し上げます。 

②ＡＵＩケーブルのコネクタと,１０ＢＡＳＥ５接続コネクタの方向を合わせて、差し込みます。 
③スライドスイッチを下に押し下げます。このとき、ケーブルが抜けないことを確認してください。 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

図 ４.１ ＡＵＩケーブルの接続（１０ＢＡＳＥ５の場合） 
 

注 意 
・ＦＬ２１１は１０ＢＡＳＥ５と１０ＢＡＳＥ－Ｔの両方を同時に使用することはできません。 

・使用していない方の通信ケーブルは接続しないでください。 
・電源(コントローラ側電源およびＭＡＵ用供給電源)が印加されている状態ではケーブルの着脱を行わ
ないでください 

ＦＬ２１１ 

スライドラッチ 

ＭＡＵへ 

ＡＵＩケーブル 
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（２）１０ＢＡＳＥ－Ｔへの接続 
ここでは、ＵＴＰケーブル（１０ＢＡＳＥ－Ｔ用ツイストペアケーブル）が、既に準備されている状態から

の接続を示します。１０ＢＡＳＥ－Ｔの場合は、ＵＴＰケーブルのコネクタを方向に注意してモジュラーコ

ネクタ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）に差し込みます。  

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

図 ４.２ ＵＴＰケーブルの接続 
 

 
（３）伝送ケーブルのフェライトコアについて 

１０ＢＡＳＥ５および１０ＢＡＳＥ－Ｔケーブルに対するノイズの影響を抑えるため、ケーブルにフェライ

トコアを取り付けて下さい。 

表 ４.１ フェライトコアと取付場所 
 フェライトコア 取付場所 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ ＳＦＣ－５（北川工業製） モジュール側およびＨＵＢ側 
太ケーブル ＳＦＣ－１０（北川工業製） 

１０ＢＡＳＥ－５ 
細ケーブル ＳＦＣ－５（北川工業製） 

モジュール側およびトランシーバ側 

 
 

ＦＬ２１１ 

ＨＵＢへ 

ＵＴＰケーブル 
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４．５ ＭＡＵ電源端子台の接続 
１０ＢＡＳＥ５を使用する場合、ＭＡＵ（トランシーバ）に供給する電源（ＤＣ１２Ｖ）を１２Ｖｄｃ ＋／

－端子に接続し、接地線をＦＧ（フレームグランド）端子に接続します。 

１０ＢＡＳＥ－Ｔを使用する場合、ＦＧ端子のみ接地線を接続します。接地はD種接地としてください。 
 ＦＬ２１１には外部電源は付属しておりませんので、別途ご用意ください。外部電源はＦＬ２１１を使用する

環境条件および使用台数に合わせて選定してください。推奨品は以下の通りです。 

 
型式 ＳＲ □―１２ 
メーカ デンセイ・ラムダ 

□：出力電力(Ｗ) １台の外部電源で何台のＦＬ２１１に供給するかで選定します。 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

注 意 
・ＭＡＵ用電源端子台へ電源を供給する際には、必ずDC12Vの＋／－を正しく接続してください。

 間違った接続をすると故障の原因になります。 
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５ 立ち上げ 

ここでは、ＦＬ２１１モジュールの立ち上げ手順について説明します。 

 
５．１ 立ち上げ手順フロー 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

図 ５.１ 立ち上げ手順 
 

はじめ 

モジュール下面のノードアドレス 

スイッチで、ノード番号を設定します 

ＦＬ２１１を所定のＩ／Ｏバススロット

に取り付けます 

ＭＡＵ用の外部電源とＡＵＩケーブルの

シールド接地線を端子台に接続します 

通信ケーブルを接続します 

ＭＡＵ電源を投入した後に 

コントローラ本体の電源を投入します 

起動 

ユーザプログラムで 
①パラメータの設定 

②ＦＬ２１１の起動 
を行います。 

パラメータ設定要求および

起動要求は、ＦＬ２１１に対

する専用要求で行います。 
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５．２ ユーザプログラムによるパラメータ設定および起動手順 
前項フローのユーザプログラムによる、パラメータ設定およびＦＬ２１１起動の要求フローについて説明しま

す。なお、これらの要求は、ＦＬ２１１に対する専用要求によって行います。詳細は「１２．４ パラメータ設

定要求」および「１２．５ 制御要求」をご参照ください。 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

図 ５.２ パラメータ・起動手順 

Ｔ２＊のユーザプログラム起動 

ＦＬ２１１のノードステータス 

を読み出す 

スタンバイモード？ 
（STBY=”1”） 

パラメータ設定要求を行ないます 

正常完了？ 

モジュール異常処理 
 ２秒以上完了しない場合、 
 モジュール異常として 

 異常処理を行います。 

Y 

N 

N 

Y 

ＦＬ２１１は電源投入時、 

内部のイニシャライズ処理を実行し、

その後スタンバイモードとなります。 

４秒以上経過？ 

N 

モジュール異常処理 

Ｙ 

起動要求を行ないます 

モジュール異常処理 
２秒以上完了しない場合。 
モジュール異常として 

異常処理を行います。 

正常完了？ 

Y 

N 

起動手順終了 
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６ 動作モード 

 ＦＬ２１１の動作モードの種別とモード遷移を表 ６.１および図 ６.１に示します。 

 

表 ６.１ 動作モードの種別 
動作モード 状態説明 
イニシャライズモード ・電源投入時または専用要求のリセット要求を実行したとき、ＦＬ２１１内部の

ハードウェア／ソフトウェアの初期化を行うモード。 
・このモードでは伝送は行いません。 
・Ｔ２＊からの専用要求も受け付けません。 
・イニシャライズモードは約２秒継続し、その後スタンバイモードへ移行。 
・ノードステータス：「ＩＮＺ」ビットがセット 
・ＬＥＤ表示：「ＲＵＮ」が消灯 

スタンバイモード ・ＦＬ２１１モジュール単体は正常ですが、次の要因でＦＬ－ｎｅｔのリンクか

ら切り離された状態です。従って、伝送は停止した状態です。 
①パラメータが未設定 
②Ｔ２＊からスタンバイ要求が発行された場合 
③送信エリアが他ノードと重複した場合 
・ノードステータス：「ＳＴＢＹ」ビットがセット 
・ＬＥＤ表示：「ＲＵＮ」点灯、「ＬＮＫ」消灯 

ランモード ・正常伝送状態。サイクリック伝送、メッセージ伝送による通信が可能です。 
・ノードステータス：「ＲＵＮ」ビットがセット 
・ＬＥＤ表示：「ＲＵＮ」点灯、「ＬＮＫ」点灯 

ダウンモード ・ＦＬ２１１が異常を検出して停止した状態です。このモードに入ると自動復帰

はしません。一過性の異常でこのモードになった場合は、電源再投入または専

用要求のリセット要求で復帰します。 
・ＲＡＳ情報エリアにダウン情報が格納されますので、ダウン要因を確認するこ

とが出来ます。 
・ノードステータス：「DOWN」ビットがセット 
・ＬＥＤ表示：「ＲＵＮ」が消灯 
 但し、ノードアドレスが重複した場合のダウンモードではＲＵＮは点灯のまま

になります（ＦＬ２１１、ＦＬ２１２とも） 
またＦＬ２１２の場合、プロトコルバージョン１．００のネットワークに参加

しようとした時のダウンモードでは、ＲＵＮは点灯のままになります 
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図 ６.１ モード遷移図 
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異常検出（ノードアドレス重複、

暴走等） 

イ
ニ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
チ
ェ
ッ
ク

異
常 リセット要求 

異常検出 
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７ 拡張メモリ空間 

 ここでは、Ｔ２＊から見える、ＦＬ２１１の拡張メモリ空間について説明します。ＦＬ２１１はこのメモリ空

間にＦＬ－ｎｅｔのコモンメモリ領域や、Ｔ２＊とＦＬ２１１間のインタフェース領域を割り付けています。Ｔ

２＊はＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令で直接このメモリ空間をアクセスして、データの入出力やＦＬ２１１に対する

要求を行います。 

 
７．１ 拡張メモリ空間のマップ 
Ｔ２＊のＩ／Ｏモジュールは、それぞれ１６ｋワードの拡張メモリ空間を占有できます。ＦＬ２１１は、この

１６ｋワード空間に各種データを割り当てています。図 ７.１にこの空間のマップを示します。 

 
               

ワードアドレス 15            0 
３ＦＦＦｈ 

 
３Ｆ００ｈ 

セマフォエリア 
（５１２ワード） 

 
 

３Ｅ００ｈ 
不使用領域 

 
 
 
 

３０００ｈ 

ＲＡＳ情報エリア 
（３．５ｋワード） 

 
 
 
 

２２００ｈ 

テキストエリア 
（３．５ｋワード） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０２００ｈ 

コモンメモリ領域２ 
（８ｋワード） 

 
 
 

００００ｈ 

コモンメモリ領域１ 
（５１２ワード） 

図 ７.１ 拡張メモリ空間のマップ 
 
 

７．２ コモンメモリ領域 
 ＦＬ－ｎｅｔのコモンメモリ領域で、サイクリック伝送で通信されるサイクリックデータが割り当てられます。 

 

（注）左側のワードアドレスは

拡張メモリの先頭を「０ｈ」と

したワードアドレスです 
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７．３ テキストエリア 
 Ｔ２＊とＦＬ２１１間で、テキスト手順で要求／確認の受渡し時にテキストを格納するエリアです。 

 
  
ワードアドレス 15               0 

２ＦＦＦｈ 
 
 
 
 
２Ｄ８０ｈ 

 
 

受信指示テキストエリア 
（５１２ワード＋１２８ワード） 

２Ｄ７Ｆｈ 
２Ｄ００ｈ 

受信応答テキストエリア 
（１２８ワード） 

２ＣＦＦｈ 
２Ｃ８０ｈ 

確認テキストエリア 
（１２８ワード） 

２Ｃ７Ｆｈ 
 
 
 
 
２Ａ００ｈ 

 
 

要求テキストエリア 
（５１２ワード＋１２８ワード） 

２９ＦＦｈ 
２９８０ｈ 

確認テキストエリア 
（１２８ワード） 

２９７Ｆｈ 
 
 
 
 
２７００ｈ 

 
 

要求テキストエリア 
（５１２ワード＋１２８ワード） 

２６ＦＦｈ 
 
 
 
 
 
２４８０ｈ 

 
 

確認テキストエリア 
（５１２ワード＋１２８ワード） 

２４７Ｆｈ 
 
 
 
 
 
２２００ｈ 

要求テキストエリア 
（５１２ワード＋１２８ワード） 

 

図 ７.２ テキストエリアのマップ 
 

 

ポート１ 
テキスト 

エリア 

ポート２ 
送信エリア２ 

ポート２ 
送信エリア１ 

ポート２ 
受信エリア 
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７．４ ＲＡＳ情報エリア 
ＦＬ２１１がＴ２＊に提供するＲＡＳ情報を格納します。 
ＲＡＳ情報の内容を以下に示します。 

 
７．４．１ ＲＡＳ情報エリアのマップ 

 
ワードアドレス 15               0 

 予約 
３ＤＦＦｈ 

 
 
 
 

３１００ｈ 

管理情報エリア 
（３３２８ワード） 

 
 
 
 

３０８０ｈ 

ログ情報エリア 
（１２８ワード） 

 予約 
 
 

３０６Ｂｈ 

サイクリックノードマップ 
（１６ワード） 

 予約 
３０１Ｄｈ 

 
３０１Ｂｈ 

ＭＡＣアドレス 
（３ワード） 

３０１Ａｈ 
 

３０１９ｈ 

ＩＰアドレス 
（２ワード） 

３０１８ｈ ノードアドレス（１ワード） 
 予約 

３０１５ｈ 
 
 

３００６ｈ 

インリングノードマップ 
(１６ワード) 

３００５ｈ イニシャライズ完了(１ワード) 
 予約 

３００３ｈ ダウン情報（１ワード） 
 予約 

３００１ｈ ノードステータス（１ワード） 
３０００ｈ 予約 

 

図 ７.３ ＲＡＳ情報エリアのマップ 
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７．４．２ ノードステータス 
（１）内容 
接続するＦＬ２１１のステータスを示します。このステータスは、ＦＬ２１１のカレントの状態をそのまま

表示しています。従って、一過性の事象でステータスが変化することがありますので、一過性の事象を無視

したい場合はユーザプログラムで時間的なフィルタをかけて使用してください。 

 
（２）フォーマット 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

DOWN INZ STBY RUN 0 0 ERR LNK 0 0 MTEN CTEN PVERR GDLNK DPADR TEST 

図 ７.４ ノードステータスのビット構成 

 

表 ７.１ ノードステータスのビットの意味 
ビット名 内容 備考 
DOWN １：ＦＬ２１１がダウンモードであることを示します。 

  ＦＬ２１１は非回復性の異常状態になっており、一旦ダウンモード

になった場合、自動復帰はしません。 
要因としては次のものがあります。 
①ＦＬ２１１ソフトウェア暴走によるウォッチドッグエラー 
②イニシャライズ時のハードウェアチェック異常 
  ③MACアドレスの未設定 
④ノードアドレスの重複およびノードアドレス「ＦＦ」設定 
⑤ＦＬ２１２の場合、ＦＬ－ｎｅｔプロトコルバージョン 
１．００のネットワークに参加しようとした 

復帰方法は次の通りです 
①電源再投入 
②リセット要求 
ダウン情報エリアに詳細 
情報が格納されています。 
但し、異常のレベルにより

復帰やダウン情報の読み

出しが正常にできない場

合があります。 

INZ １：ＦＬ２１１イニシャライズ中 
電源投入時ＦＬ２１１が内部イニシャライズを実行していることを示します。 

STBY １：スタンバイモードであることを示します。 
  ＦＬ２１１のハードウェアレベルは正常ですが、 
  ①パラメータが正しく設定されていない、または 
  ②スキャン／メッセージ伝送が両者とも禁止、であることを示します。 

RUN １：ＦＬ２１１伝送可能状態であることを示します。 
伝送可能状態とは、ＦＬ２１１のハード／ソフトに異常が無く、パラメータ設定が正しく設定

されており、スキャン／メッセージ伝送のいずれかが許可状態であることを示します。 
ERR １：パラメータ異常を示します。 
  ①パラメータが未設定 
  ②パラメータフォーマット異常 
  ③コモンメモリ送信領域が他ノードと重複 

LNK １：ネットワーク参入していることを示します。 
０：ネットワークから離脱していることを示します。 

MTEN １：メッセージ伝送許可状態であることを示します。 
０：メッセージ伝送禁止状態であることを示します 

CTEN １：サイクリック伝送許可状態であることを示します。 
０：サイクリック伝送禁止状態であることを示します 

PVERR １：ＦＬ－ｎｅｔプロトコルバージョン１．００のフレームを検出したことを示します。 
０：ＦＬ－ｎｅｔプロトコルバージョン１．００のフレームを検出していないことを示します。 
（ＦＬ２１２のみ） 

GDLNK １０ＢＡＳＥ－Ｔケーブル接続状態を示します。 
１：正常 、０：異常 

DPADR ノードアドレスの重複検出状態を示します。 
１：重複アドレスを検出 

TEST テスト機能の実行状況を示します。 
１：テスト実行中 
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７．４．３ ダウン情報 
（１）内容 
 ＦＬ２１１がダウンモードになった場合、その要因が格納されます。 

 
（２）フォーマット(１ワード) 

 
 15                      0 

 ３００３ｈ 
  
００１０ｈ：ウォッチドッグエラー 
００２０ｈ：メモリバスストール 

 ００３０ｈ：一般例外割り込み発生 
 ０１６０ｈ：ＲＯＭのＢＣＣチェック異常 
 ０２６０ｈ：システムＲＡＭエリアチェック異常 
 ０２６１ｈ：プログラムエリアチェック異常 
 ０２６２ｈ：ＳＲＡＭプログラムエリア書込み禁止 
 ０３６０ｈ：上位ホストとのインタフェースバッファチェック異常 
 ０６００ｈ：重複アドレス検出 

０８００ｈ：ＦＬ２１２の場合、ＦＬ－ｎｅｔプロトコルバージョン 
１．００のネットワークに参加しようとした 

図 ７.５ ダウン情報 
 
７．４．４ イニシャライズ完了 
（１）内容 

イニシャライズの完了を示します。 

 
（２）フォーマット(１ワード) 

 
 15                      0 
３００４ｈ  

               
              ００００ｈ：イニシャライズ中 

              ０００１ｈ：イニシャライズ完了 

 

図 ７.６ イニシャライズ完了 
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７．４．５ インリングノードマップ 
（１）内容 
他ノードがＦＬ－ｎｅｔのトークンリングに参入しているかどうかを示します。 

 
（２）フォーマット（１６ワード） 

1ビットが１ノードの状態を示しています。 
 15 14 13 12  5 4 3 2 1 0 
３０１５ｈ － 254 253 252  245 244 243 242 241 240 

 239 238 237 236  229 228 227 226 225 224 
            
 31 30 29 28  21 20 19 18 17 16 

３００６ｈ 15 14 13 12  5 4 3 2 1 － 

           
上記のますの中の数値はノード番号を示します。 

例 

 
 

図 ７.７ インリングノードマップの構成 
 

 
７．４．６ ノードアドレス 
（１）内容 

このＦＬ２１１のノードアドレススイッチの設定値を格納します。 

 
（２）フォーマット（１ワード） 

 15                      0 
３０１８ｈ  

 

図 ７.８ ノードアドレス 
 

 
７．４．７ ＩＰアドレス 
（１）内容 
このＦＬ２１１のＩＰアドレスを格納します。 

 
（２）フォーマット（２ワード） 

 15                      0 
３０１Ａｈ MSB← 
３０１９ｈ →LSB 

図 ７.９ ＩＰアドレス 
 
    例．小数点 10進記法で「192.168.250.1」のＩＰアドレス（16進数では C0.A8.FA.01）の場合は 
      次のように格納されます。 

 15       8 7        0 
３０１Ａｈ Ｃ０ｈ Ａ８ｈ 
３０１９ｈ ＦＡｈ ０１ｈ 

 

35 
１：ノード３５がトークンリングに参入している 
０：ノード３５がトークンリングから外れている 
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７．４．８ ＭＡＣアドレス 
（１）内容 
このＦＬ２１１のＭＡＣアドレスを格納します。 

 
（２）フォーマット（３ワード） 

 15                      0 
３０１Ｄｈ MSB← 
３０１Ｃｈ  
３０１Ｂｈ →LSB 

図 ７.１０ ＭＡＣアドレス 
 
      例．16進数表記にMAC ｱﾄﾞﾚｽ「00.00.39.94.C0.14」は次のように格納されます。 

 15                       0 
３０１Ｄｈ ００ｈ ００ｈ 
３０１Ｃｈ  ３９ｈ ９４ｈ 
３０１Ｂｈ Ｃ０ｈ １４ｈ 

 

 
７．４．９ サイクリックノードマップ 
（１）内容 

 他ノードのサイクリック伝送の状態を示します。 

 
（２）フォーマット（１６ワード） 

1ビットが１ノードの状態を示しています。尚、自ノードのところは常に［０］が入ります。 
 15 14 13 12  5 4 3 2 1 0 
３０２Ｃｈ － 254 253 252  245 244 243 242 241 240 

 239 238 237 236  229 228 227 226 225 224 
            
 31 30 29 28  21 20 19 18 17 16 

３０１Ｄｈ 15 14 13 12  5 4 3 2 1 － 

           
上記のますの中の数値はノード番号を示します。 
例 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

図 ７.１１ サイクリックノードマップ 

35 １：ノード３５のサイクリック伝送が正常 
０：ノード３５のサイクリック伝送が停止または異常 

  
ここで正常の意味は、該当のノードが次の状態であることを意味しま

す。 

(ｲﾝﾘﾝｸﾞ)かつ 
（LKSのサイクリック伝送が有効）かつ 

（ULSが STOPでない） 
LKS：FA ﾘﾝｸｽﾃｰﾀｽ(FA ﾘﾝｸﾌﾟﾛﾄｺﾙの状態 ) 
ULS：上位ｽﾃｰﾀｽ(接続機器の状態をあらわします) 

LKS および ULS ともＦＬ－ｎｅｔで定義されたｽﾃｰﾀｽで、いずれも該
当局からのﾌﾚｰﾑについてくる情報です。  
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７．４．１０ ログ情報エリア 
（１）内容 
 このＦＬ２１１ログ情報を格納します。 

 
（２）フォーマット（１２８ワード） 

 詳細は［付録Ｂ．１ ログ情報メモリマップ］をご参照ください。 

 
 
７．４．１１ 管理情報 
（１）内容 

以下のＦＬ－ｎｅｔ管理情報を格納します。 

 
（２）フォーマット 

  詳細は「付録Ｂ．２ 管理情報メモリマップ」をご参照ください。 
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７．５ セマフォエリア 
 セマフォエリアはＴ２＊とＦＬ２１１間でテキストの受渡しのタイミングを通知しあうエリアです。 

 
７．５．１ セマフォエリアのマップ 
図 ７.１２にセマフォエリアのマップを示します。 

 
３ＦＦＦｈ コマンドレジスタ 

  
３ＦＦＤｈ インタラプトレジスタ 

  
３ＦＦＢｈ リクエストレジスタ１ 

  
３ＦＦ９ｈ コンファームレジスタ１ 

  
３ＦＦ７ｈ リクエストレジスタ２ 

  
３ＦＦ５ｈ コンファームレジスタ２ 

  
３ＦＦ３ｈ リクエストレジスタ３ 

  
３ＦＦ１ｈ コンファームレジスタ３ 

  
３ＦＥＦｈ インジケーションレジスタ 

  
３ＦＥＤｈ レスポンスレスポンスレジスタ 

 
 
 
 

３Ｆ００ｈ 

 
 
 
 
 

 

図 ７.１２ セマフォエリアのマップ 
 
 
７．５．２ コマンドレジスタ 
（１）内容 
接続しているＴ２＊からＦＬ２１１に対する要求レジスタ。 

このレジスタに、Ｔ２＊からビット０がセットしているデータが書き込まれると、ＦＬ２１１がＴ２＊から

要求が発生したことを認識します。      

 
（２）フォーマット（１ワード） 

 
 15                      0 
３ＦＦＦｈ  

ビット０：要求有り 
     ビット０がセットしてあれば要求有りですが 
     便宜的に数値として「０００１ｈ」を使用します。 

 

図 ７.１３ コマンドレジスタ 
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７．５．３ インタラプトレジスタ 
（１）内容 
ＦＬ２１１からＴ２＊に対する通知レジスタ。 

ＦＬ２１１は、Ｔ２＊に対して通知要求がある場合、このレジスタのビット０を「１」にセットします。 

 
（２）フォーマット（１ワード） 

 15                      0 
３ＦＦＤｈ  

ビット０：通知有り 
     ビット０がセットしてあれば通知有りですが 
     数値として「０００１ｈ」が書き込まれます。 

 

図 ７.１４ インタラプトレジスタ 
 
 
７．５．４ リクエストレジスタ１～３ 
（１）内容 
 Ｔ２＊からＦＬ２１１の３ポートに対する要求レジスタ。 

ＦＬ２１１は、Ｔ２＊に対して通知要求がある場合、このレジスタのビット０を「１」にセットします。 

 
（２）フォーマット（１ワード） 

 
 15                      

0 
３ＦＦＢ／３ＦＦ７／３ＦＦ３ｈ  

ビット０：要求有り 
     ビット０がセットしてあれば要求有りですが 

     便宜的に数値として「０００１ｈ」を使用します。 

 

図 ７.１５ リクエストレジスタ 
 
 
７．５．５ コンファームレジスタ１～３ 
（１）内容 

Ｔ２＊からのＦＬ２１１の各ポートへの要求に対する確認通知レジスタ。 
リクエストレジスタと対で使用します。ＦＬ２１１は、リクエストレジスタの要求に対して確認応答を返す

ときにこのレジスタのビット０に「１」をセットします。 

 
（２）フォーマット（１ワード） 

 15                      
0 

３ＦＦ９／３ＦＦ５／３ＦＦ１ｈ  
ビット０：有り 

     ビット０がセットしてあれば通知有りですが 
     数値として「０００１ｈ」が書き込まれます 

 

図 ７.１６ コンファームレジスタ 
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７，５，６ インジケーションレジスタ 
（１）内容 
ＦＬ２１１からＴ２＊に対する受信通知用レジスタ。 

ＦＬ２１１は伝送路から、メッセージ伝送を受信した場合このレジスタのビット０に「１」をセットします。 

 
（２）フォーマット（1ワード） 

 15                      0 
３ＦＥＦｈ  

ビット０：通知有り 
     ビット０がセットしてあれば通知有りですが 

                    数値として「０００１ｈ」が書き込まれます。 

 

図 ７.１７ インジケーションレジスタ 
 
 
７．５．７ レスポンスレジスタ 
（１）内容 
Ｔ２＊からＦＬ２１１への受信完了通知レジスタ。 

インジケーションレジスタと対で使用します。インジケーションレジスタで通知のあった受信指示に対して 
受信処理（テキスト領域からの受信テキストの読み出し）が完了して、次の受信が可能になったことを通知

します。 

 
（２）フォーマット（１ワード） 

 15                      0 
３ＦＥＤｈ  

ビット０：要求有り 

     ビット０がセットしてあれば要求有りですが 
     便宜的に数値として「０００１ｈ」を使用します。 

 

図 ７.１８ レスポンスレジスタ 
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８ メモリ空間のアクセス方法 

ここでは、Ｔ２＊のユーザプログラムからＦＬ２１１のメモリ空間をアクセスする方法について説明します。 

 
８．１ データの読み出し 
（１）使用する命令････特殊モジュールデータ入力命令（ＲＥＡＤ命令） 

 
（２）読み出し例 

ここでは、基本ユニットのスロット５に実装されているＦＬ２１１のノードステータス（１ワード）を 
Ｔ２＊のＤレジスタＤ１６６５に読み出す例を示します。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

＜プログラム例＞ 
R0001 

－｜｜－＋［１２２８８ ＭＯＶ ＲＷ１１６］［０００１ ＭＯＶ ＲＷ１１７］ 
／＊ 読み出し先、読み出しワード数指定 ＊／ 
＋［Ｈ０００５ ＲＥＡＤ ＲＷ１１６ → Ｄ１６６５］［ＲＳＴ Ｒ０００１］ 

  ／＊ ＲＥＡＤ命令実行、実行後Ｒ０００１クリア＊／ 

＜説明＞ 
Ｈ０００５：ＦＬ２１１の実装位置である基本ユニットのスロット５を示します。 

上位２桁がユニットの指定、下位２桁がスロット位置を示します。従って、拡張ユニットのス 

ロット３の場合は、「Ｈ０１０３」となります。 
ＲＷ１１６：ノードステータスのメモリアドレス １２２８９（３００１ｈ）を指定します。 

ＲＷ１１７：ノードステータスのワード数 １ワードを指定します。 
Ｄ１６６５：読み出したノードアドレスの格納先レジスタです。ここでは「Ｄ１６６５」にノードステータ

スが格納されます 

Ｒ０００１：この読み出しの起動条件です。「Ｒ０００１」をセットすることでノードアドレスを読み出す 
      上記プログラムが動きます。 
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８．２ データの書き込み 
（１）使用する命令････特殊モジュールデータ出力命令（ＷＲＩＴＥ命令） 

 
（２）読み出し例 
 ここでは、Ｔ２＊のＤレジスタ Ｄ００８０から１０ワード分のデータを、基本ユニットのスロット５に実装

されているＦＬ２１１のコモンメモリ領域２の先頭から順に掻き込む例を示します。 

 
 

 
 

 
 
 

＜プログラム例＞ 
R0112 

－｜｜－＋［００５１２ ＭＯＶ ＲＷ１０４］［００１０ ＭＯＶ ＲＷ１０５］ 
／＊ 書き込み先、書き込みワード数指定 ＊／ 

＋［Ｄ００８０ ＷＲＩＴＥ ＲＷ１０４ → Ｈ０００５］［ＲＳＴ Ｒ０１１２］ 
  ／＊ ＷＲＩＴＥ命令実行、実行後Ｒ０１１２クリア＊／ 

＜説明＞ 
Ｈ０００５：ＦＬ２１１の実装位置である基本ユニットのスロット５を示します。 

上位２桁がユニットの指定、下位２桁がスロット位置を示します。従って、拡張ユニットのス

ロット３の場合は、「Ｈ０１０３」となります。 
ＲＷ１０４：コモンメモリ少尉着２の先頭メモリアドレス ００５１２（２００ｈ）を指定します。 

ＲＷ１０５：コモンメモリ領域２に掻き込むワード数。 １０ワードを指定します。 
Ｄ００８０：書き込むデータの格納元レジスタです。ここでは「Ｄ００８０」から１０ワードの書き込みデ

ータが格納されます 

Ｒ０１１２：この読み出しの起動条件です。「Ｒ０１１２」をセットすることでノードアドレスを読み出す 
      上記プログラムが動きます。 
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９ サイクリック伝送 

サイクリック伝送で他のノードと通信されるデータの取扱いについて説明します。サイクリックデータは、Ｆ

Ｌ２１１のコモンメモリを介して通信されます。このコモンメモリをアクセスする方法として 
①特殊モジュール入出力命令（ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令）によるアクセス 

②専用要求によるアクセス 
の二通りがあります。 

 

９．１ 特殊モジュール入出力命令（ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令）によるアクセス 
 「８．メモリ空間のアクセス方法」で説明しました、特殊モジュール入出力命令（ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令）

を使用して、直接ＦＬ２１１のコモンメモリ領域１および２をアクセスします。専用要求によるアクセス方法に

比べ、ユーザプログラムが簡単で、処理時間が短いので、通常の場合はこの方法でデータの転送を行うことをお

勧めします。 

このアクセス方法では、ＦＬ２１１のコモンメモリをＦＬ２１１のソフトウェア処理とは非同期に実行します

ので、データ値はワード値（１６ビット）までしか同時性は保証されません。ワード値以上のデータ値の同時性

が必要な場合は、次項で説明します専用要求によるアクセス方法を使用してください。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

図 ９.１ ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令によるアクセス例 
 
 

   注 意 
・ＲＥＡＤ／ＷＲＩＴＥ命令によるデータ入出力方法の場合は、データはワード単位までの同時性 

しか保証されません。 

ＦＬ２１１コモンメモリ 

領域２ 
８ｋワード

領域１ 
５１２ 
ワード 

READ命令 

WRITE命令 

READ命令 

Ｔ２＊ユーザプログラム 
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９．２ 専用要求によるアクセス 
 「１２．９ コモンメモリ読み出し要求」および「１２．１０ コモンメモリ書込み要求」を使用したアクセ

ス方法です。命令の詳細につきましては、これらの項をご参照ください。 
 この方法では、Ｔ２＊からの入出力要求を受けて、ＦＬ２１１のソフトウェアが自身のサイクリック伝送送受

信処理と排他制御を行って、コモンメモリとの入出力を行いますので、通信単位でのデータの同時性を確保する

ことができます。 

  
この方法の入出力動作の概要を以下に示します。 
①ユーザプログラムからＦＬ２１１専用要求手順を使用して、ＦＬ２１１に対して入出力要求を発行します。 

②ＦＬ２１１は、受けた入出力命令により、コモンメモリに対して読出し／書き込みを行います。 
 ＦＬ２１１はサイクリック伝送の送受信処理とこのコモンメモリ入出力処理の間で排他処理を行います。 
 この排他処理によって、入出力データは伝送路にたいする送受信単位でデータ値を保証されます。 

③ＦＬ２１１は。入出力処理が終了すると、Ｔ２＊に対して完了を返します。 
④Ｔ２＊はＦＬ２１１からの完了通知で、処理の完了確認します。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

図 ９.２ 入出力動作の動作概要 
 
 
 

 
 

 
 

Ｔ２＊ 

 

ユーザ 

プログラム 

 

ＦＬ２１１ 

入出力処理 

サイクリック 
伝送 
送受信処理 

コモンメモリ 排他処理 

ＦＬ－ｎｅｔ

伝送路 

① 

② ③ 
④ 

   注 意 
・データの転送は、Ｔ２＊のスキャンサイクルと非同期に完了します。 

・同時性は、送受信する相手ノードも同時性を確保する仕組みが必要です。 
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９．３ サイクリック伝送の有意性 
コモンメモリデータを更新するサイクリック伝送は、メッセージ伝送とは異なり、ノード間で受け渡し確認が

ありません。このため、９．１および９．２項で取り込んだデータを使用するためには、送信元のノードの状態

を確認しなければなりません。同時に、自ノードが送信を継続して実施していることを定期的に確認する必要が

あります。 

（１）自ノードの確認 
①情報名：ノードステータス(詳細は「７．４ ＲＡＳ情報」をご参照ください。 
②確認内容： 

・ＦＬ－ｎｅｔリンク参入状態であること 
・スキャン伝送許可であること 

 
（２）送信元の相手ノードの確認 
①情報名：サイクリックノードマップ 

②確認内容： 
 ・送信元のノードが有効状態であること 

 
 
９．４ ＵＬＳ／ＬＫＳの送信 
送信するサイクリックフレームヘッダ内のＵＬＳ／ＬＫＳの値は、次の通りです。 

 

表 ９.１ ＵＬＳの値 
Ｔ２＊の状態 ＵＬＳ 

ＲＵＮモード ＲＵＮ 
ＲＵＮモード以外（ＨＡＬＴ、エラーダウン） ＳＴＯＰ 

 

表 ９.２ ＬＫＳの値 
状態 ＬＫＳ 

スキャン伝送許可 スキャン伝送エラー無し ＲＵＮモード 
スキャン伝送禁止 スキャン伝送エラー有り 

ＲＵＮモード以外（ＨＡＬＴ、エラーダウン） スキャン伝送エラー有り 

 
  

 



ＰＲＯＳＥＣ－Ｔシリーズ用ＦＬ２１１取扱説明書                 ６Ｅ３Ｂ０７５０ 

 －35－ 

１０ テキスト受渡し手順 

ここでは、Ｔ２＊からＦＬ２１１に対してメッセージ伝送要求およびＦＬ２１１専用要求を行うための、テキ

スト受渡し手順の仕組みについて説明します。 

 

１０．１ ＦＬ２１１の要求ポート構成 
 ＦＬ２１１には、Ｔ２＊とテキストを受け渡すポートがあります。（表 １０.１参照）。要求種別により使用す
るポートが異なります。 

表 １０.１ ポート構成 
ポート セマフォレジスタ テキストエリア 使用する要求種別 

ポート１ リクエストレジスタ１ 
コンファームレジスタ１  

ポート１テキストエリア 
・要求テキストエリア 
・確認テキストエリア 

ＦＬ２１１専用要求 

送信 
ポート１ 

リクエストレジスタ２ 
コンファームレジスタ２  

ポート２送信エリア１ 
・要求テキストエリア 
・確認テキストエリア 

メッセージ伝送 
クライアント用 

送信 
ポート２ 

リクエストレジスタ３ 
コンファームレジスタ３  

ポート２送信エリア２ 
・要求テキストエリア 
・確認テキストエリア 

メッセージ伝送 
サーバ用 

ポート２ 

受信ポート インジケーションレジスタ 
レスポンスレジスタ 

ポート 2受信エリア 
・受信応答テキストエリア 
・受信指示テキストエリア 

メッセージ伝送受信用

（クライアントおよび

サーバ共用） 
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１０．２ ポート１・２の要求／確認手順 
 ポート１、ポート２送信ポート 1およびポート２送信ポート２の要求／応答手順を示します。これらのポート
はＴ２＊からＦＬ２１１への要求に使用します。以下にデの要求／応答手順のフローを示します。 

なお、同一のポートに対しては、処理が完了するまで次の要求を出すことはできません。 

 
（ＦＬ２１１側）  （Ｔ２＊ユーザプログラム処理） 

    
  ←WRITE命令による 

 書き込み 
①要求テキストを要求テキストエリアに

書き込みます 
    
  ←WRITE命令による 

 書き込み 
②リクエストレジスタに「0001」を 
書き込みます 

    
  ←WRITE命令による 

 書き込み 
③コマンドレジスタに「0001」を 
書き込みます 

    
④処理を受け付け、コマンドレジスタ

／リクエストレジスタをクリア 
します 

   

    
⑤要求処理を実行します    
    
⑥完了結果を確認テキストエリアに

格納します 
   

    
⑦コンファームレジスタに｢0001｣を
書き込みます 

   

    
⑧インタラプトレジスタに｢0001｣を
書き込みます 

   

    
  →READ命令による 

読み出し 
⑨インタラプトレジスタ、インジケーシ

ョンレジスタが「0001」であることを
確認します 

    
  →READ命令による 

 読み出し 
⑩確認テキストエリアの内容を読み出し

ます 
    
  ←WRITE命令による 

 書き込み 
⑪コンファームレジスタ、インタラプト

レジスタをクリアします 
    
   ⑫要求完了処理 

 

図 １０.１ 要求／応答手順のフロー 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

周期的にインタラプトレジスタ、

コンファームレジスタを読み 

出して、要求の完了をチェック 
します。 

   注 意 
・同一ポートへの要求は、前の要求が完了してから行ってください。要求の途中で次の要求を発行 
すると、異常完了したり、間違った要求処理を実行する可能性があります。 
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１０．３ ポート２受信通知／確認手順 
ポート２の受信通知／確認手順を示します。このポートは他のノードからのメッセージ伝送の受信に使用しま

す。以下に受信通知／確認手順のフローを示します。 

なお、受信通知は 2秒以上処理されないと自動的に破棄され、次の受信通知が発行されます。 

 
（ＦＬ２１１側）  （Ｔ２＊ユーザプログラム処理） 

    
①受信指示テキストエリアに受信 
 テキストをセットします 

   

    
②インジケーションレジスタに 
「0001」を書き込みます 

   

    
③インタラプトレジスタに「0001」を 
書き込みます 

   

    
  →READ命令による 

読み出し 
 

④インタラプトレジスタ、インジケーシ

ョンレジスタが「0001」であることを
確認します 

    
  →READ命令による 

読み出し 
⑤受信指示テキストの内容を読み出しま

す 
    
  ←WRITE 命令による

書き込み 
⑥インジケーションレジスタおよびイン

タラプトレジスタをクリアします 
    
   ⑦受信指示テキストの処理 
    
  ←WRITE 命令による

書き込み 
⑧応答テキストエリアに応答テキストを

書き込みます 
    
  ←WRITE 命令による

書き込み 
⑨レスポンスレジスタに「0001」を書き
込みます 

    
  ←WRITE 命令による

書き込み 
⑩コマンドレジスタに「0001」を書き込
みます 

    
⑪受信通知が処理されたことを確認

し、レスポンスレジスタおよびコマ

ンドレジタをクリアします 

   

    
⑫次の受信通知があれば、発行します    
    

 

図 １０.２ 受信通知／確認手順のフロー 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

周期的にインタラプトレジスタ、

インジケーションレジスタを読み

出して受信通知の有無をチェック

します。 

   注 意 
・メッセージ伝送をご使用の場合には、必ず受信処理をユーザプログラムに準備して下さい。 
 他ノードの受信が自動破棄間隔よりも頻繁に発生しますと、受信バッファオーバでダウンする 

ことがあります。 
・使用するマルチベンダシステムで、メッセージ伝送の 1対Ｎ通信（一斉同報通信）行っていますと、
本モジュールは該当のメッセージを受信します。 

・メッセージ伝送をご使用にならない場合は、本モジュールをメッセージ伝送禁止でお使いください。
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１０．４ テキスト構成 
 要求／確認および受信通知／確認手順で受け渡すテキストは、図 10-3示すように、ＩＤ番号とデータ部から構
成されます。 

 
15                 0 

ＩＤ番号 
 
データ部 

図 １０.３ テキスト構成 
 
（１）ＩＤ番号（1ワード） 
要求／確認または受信通知／確認手順で、Ｔ２＊とＦＬ２１１間の処理内容の一致性を確認するための番号。 
処理の発行側が ID番号を決め。応答側はその番号をそのまま使用して確認を返します。 

番号は発行側が管理します。 
ポートが異なっても、ＩＤは重複させないことをお勧めします。 

 
（２）データ部 
  各要求により異なります。メッセージ伝送および専用要求の章をご参照ください。 
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１１ メッセージ伝送 

 ここでは、ＦＬ２１１介してメッセージ伝送を行う方法について説明します。 

 
１１．１ メッセージ伝送サービス種別 
 ＦＬ－ｎｅｔのメッセージ伝送サービス種別とＴ２＊側概要を表 １１.１に示します。 
この表で、クライアントとはＦＬ－ｎｅｔメッセージ伝送の要求側(一次側)、サーバとは応答側（二次側）を意
味します。 

表 １１.１ メッセージ伝送種別とＴ２＊側概要 
相手ノードに対するＴ２＊側概要 No 

サービス種別 
クライアントの場合 サーバの場合 

1 バイトブロックリード 
2 バイトブロックライト 
3 ワードブロックリード 
4 ワードブロックライト 

相手機器のバイト／ワードブロック 
エリアに対して読み出し／書き込みを

行います 

相手機器からの読み出し／書き込み

要求に対して処理を行い、応答を返

します 
ユーザプログラムが必要です 

5 ネットワーク 
パラメータリード 

相手ノードのネットワークパラメータ

を読み出します 
ＦＬ２１１が応答を返しますので、 
Ｔ２＊側へは通知はありません 

6 ネットワーク 
パラメータライト 

相手ノードにネットワークパラメータ

を書き込みます 
未サポートの応答を返すか、 
無視します 

7 停止指令 相手機器に対して停止指令を送ります 未サポートの応答を返すか、 
無視します 

8 運転指令 相手機器に対して運転指令を送ります 未サポートの応答を返すか、 
無視します 

9 プロファイルリード 相手ノードのプロファイルを読み出し
ます 

ＦＬ２１１が応答を返しますので、 
Ｔ２＊側へは通知はありません 

10 透過型メッセージ 現状使用しません 未サポートの応答を返すか、 
無視します 

11 ログデータリード 相手ノードのログデータを読み出しま

す 
ＦＬ２１１が応答を返しますので、 
Ｔ２＊側へは通知はありません 

12 ログデータクリア 相手ノードのログデータをクリアしま

す 
ＦＬ２１１が応答を返しますので、 
Ｔ２＊側へは通知はありません 

13 メッセージ折返し 相手ノードとのデータ折返しテストを

行います 
ＦＬ２１１が応答を返しますので、 
Ｔ２＊側へは通知はありません 

 
 

 
   注 意 

・メッセージ伝送をご使用の場合には、必ず受信処理をユーザプログラムに準備して下さい。 
 他ノードの受信が自動破棄間隔よりも頻繁に発生しますと、受信バッファオーバでダウンする 
ことがあります。 

・使用するマルチベンダシステムで、メッセージ伝送の 1対Ｎ通信（一斉同報通信）行っていますと、
本モジュールは該当のメッセージを受信します。 

・メッセージ伝送をご使用にならない場合は、本モジュールをメッセージ伝送禁止でお使いください。 
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１１．２ クライアント動作 
 Ｔ２＊がＦＬ－ｎｅｔメッセージ伝送でクライアント側(要求側)として動作する場合の、Ｔ２＊ユーザプログ
ラム処理について説明します。 

 
（１）動作の流れ 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

図 １１.１ メッセ－ジ伝送の流れ（クライアント時） 
 
 
＜動作の説明＞ 
①Ｔ２＊より、ポート２の送信ポート 1に対して送信要求を発行。 
②ＦＬ２１１より、相手ノードへメッセージフレームを送信。 

③相手ノードより、受信確認送信。 
④ＦＬ２１１からＴ２＊へ送信要求に対する確認通知が発行。 

⑤相手ノードから、要求に対する応答メッセージフレームが返送。 
⑥ＦＬ２１１のポート２受信ポートから、Ｔ２＊に対して受信通知が発行。 
⑦ＦＬ２１１から相手ノードに対して、受信確認送信。 

⑧Ｔ２＊からＦＬ２１１ポート２受信ポートに対して、受信確認を発行。 

 
(注)Ｔ２＊とＦＬ２１１ポート間の手順の詳細は、「１０．テキスト受渡し手順」をご参照ください。 

 

Ｔ２＊ ＦＬ２１１ 

 
ポート２ 
送信ポート１ 

 
ポート２ 

受信ポート 

相手ノード 
／相手機器 

① 
② 

ＦＬ－ｎｅｔ伝送路 

③ 

⑤ 

④ 

⑦ 

⑥ 

⑧ 



ＰＲＯＳＥＣ－Ｔシリーズ用ＦＬ２１１取扱説明書                 ６Ｅ３Ｂ０７５０ 

 －41－ 

（２）ポート２送信エリア１ 要求テキスト 
（ａ）内容 
  図 １１.１①のときに、Ｔ２＊がポート２送信エリア１ 要求テキストエリアに格納する情報。 

 
（ｂ）データ部フォーマット 

  送信データの内容については、「付録Ｂ．３ メッセージ伝送の通信データ」をご参照下さい。 

 
データ部オフセットアドレス 15                    0  

 
 

＋１２ 

以降、送信データ 
 

＋１１ 送信データのサイズ  

＋１０ ０固定  

＋９ １対１メッセージ または １対Ｎメッセージ 0：１対１、1：１対Ｎ 

＋８ 

＋７ 
仮想アドレス空間のオフセットアドレス 

＋６ 仮想アドレス空間に要求するデータワード数 

バイト／ワードブロックに対する 

リード／ライト命令の時に有意。 
それ以外のときは「０」 

＋５ ＴＣＤ（要求トランザクションコード） 要求メッセージ伝送のＴＣＤ 

＋４ 送信先のノード番号  

＋３ 
＋２ 
０固定  

＋１ 要求コード（００２１ｈ） メッセージ送信要求 

＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １１.２ メッセージ伝送要求テキストデータ（クライアント） 
 

 
（３）ポート２送信エリア１ 確認テキスト 
（ａ）内容 

  図 １１.１④の時に、ＦＬ２１１がポート 2送信エリア１ 確認テキストエリアに格納する情報。 

 
（ｂ）データ部フォーマット 
  完了ステータスに関しては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                      0  

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００２１ｈ）  
＋０ ＩＤ番号  

図 １１.３ メッセージ伝送確認テキスト（クライアント） 
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（４）ポート２受信エリア 受信指示テキスト 
（ａ）内容 
図 １１.１⑥のときに、ＦＬ２１１からポート２受信指示テキストエリアに格納される情報。 

 
（ｂ）データ部フォーマット 

受信データの内容については、｢付録Ｂ．３ メッセージ伝送の通信データ｣をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                         0  

 
 

＋１２ 
以降、受信データ  

＋１１ 受信データのサイズ  
＋１０ Ｍ＿ＲＬＴ（送信元の処理結果） 0：正常、1：異常応答、2：未実装応答 

＋９ １対１メッセージ または １対Ｎメッセージ 0：１対１、1：１対Ｎ 
＋８ 
 ＋７ 

仮想アドレス空間のオフセットアドレス バイト／ワードブロックに対する 
リード／ライト命令の時に有意。 

＋６ 仮想アドレス空間に要求するデータワード数   それ以外のときは「不使用」 
＋５ ＴＣＤ（要求トランザクションコード） 送信元が添付するＴＣＤ番号 

＋４ 送信元のノード番号  
＋３  
＋２ 
０固定 

 
＋１ 要求コード（００２２ｈ） メッセージ受信指示 

＋０ ＩＤ番号（ＦＬ２１１が付ける番号）  

図 １１.４ メッセージ伝送受信指示テキストデータ（クライアント） 
 
 
（５）ポート２受信エリア 受信応答テキスト                
（ａ）内容 
  図 １１.１⑧の時に、Ｔ２＊からポート２受信応答テキストエリアに格納される情報。 

 
（ｂ）データ部フォーマット 

完了ステータスに関しては「付録Ｂ－４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                                       0 

＋２ 完了ステータス 

＋１ 要求コード（００２２ｈ） 

＋０ ＩＤ番号（受信指示テキストと同じＩＤ） 

図 １１.５ メッセージ伝送受信応答テキストデータ（クライアント） 
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１２ ＦＬ２１１専用要求 

 ここでは，Ｔ２＊からＦＬ２１１に対する専用要求に対して説明しています。専用要求とは、Ｔ２＊から接続

するＦＬ２１１に対して行うＦＬ２１１固有の要求で、ＦＬ２１１の制御・設定・コモンメモリデータの転送な

どの使用する要求です。これらはＦＬ－ｎｅｔの仕様範囲外です。 

 
１２．１ 専用要求種別 
 ＦＬ２１１に対する専用要求の一覧を表 １２.１に示します。 

 

表 １２.１ 専用要求の一覧 
専用要求種別 内容 

リセット要求 ＦＬ２１１モジュールをリセットします。 
パラメータ設定要求 ＦＬ２１１のパラメータを設定します。 
制御要求 起動／停止、サイクリック伝送およびメッセージ伝送の禁止／許可等の 

ＦＬ２１１の動作を制御します。 
時刻設定要求 ＦＬ２１１内部の時刻設定を行います。 
RAS情報読出し要求 ＦＬ２１１内部の RAS詳細情報の読出しを行います。 
コモンメモリ読出し要求 コモンメモリのデータを読出し、指定のレジスタに格納します。 
コモンメモリ書き込み要求 レジスタに格納されているデータを指定コモンメモリに書き込みます。 

 
 
１２．２ 専用要求の要求／確認手順 
専用要求は、Ｔ２＊からポート１を使用して行います。要求／確認手順は「１０．２ ポート１・２の要求／

確認手順」に従って行います。 
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１２．３ リセット要求 
（１）機能 
Ｔ２＊からＦＬ２１１モジュールをリセットする要求で、ＦＬ２１１はこの要求を受け取ると自身のイニシ

ャライズ処理を行います。イニシャライズを実行した場合、ＦＬ２１１からこの要求に対する応答確認は返

りません。異常等でこの要求が受け付けられない場合は、ＦＬ２１１から応答が返ります。 

ＦＬ２１１は、イニシャライズ処理が終了すると、スタンバイモードでパラメータ待ち状態になります。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

＋１ 要求コード（００１１ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.１ リセット要求要求テキスト 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 

  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１１ｈ）  
＋０ ＩＤ番号  

図 １２.２ リセット要求確認テキスト 
 
（３）その他 

（ａ）Ｔ２＊は、リセット要求が実行されたことを次の要領で確認してください。 
・上記テキストエリアがクリア。 
・ステーションステータスのイニシャライズビットが「０」、スタンバイビットが「１」に変化。 
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１２．４ パラメータ設定要求 
（１）機能 
Ｔ２＊からＦＬ２１１に対して、パラメータを設定する要求。本要求はＦＬ２１１がスタンバイモードの時

しか受け付けられません。 

 
（２）データ部フォーマット 
（ａ）ポート１要求テキストエリア 
 
データ部オフセットアドレス 15         8 7          0  

＋１９ 
 

＋１５ 

←（LSB） 
 

（MSB）→ 

デバイス固有パラメータ 
（１０バイト） 

＋１４ 
 

＋１０ 

←（LSB） 
 

（MSB）→ 
ノード名（１０バイト） 

＋９ コモンメモリ領域２送信ワード数  
＋８ コモンメモリ領域２送信アドレス  
＋７ コモンメモリ領域１送信ワード数  
＋６ コモンメモリ領域１送信アドレス  
＋５ ０・・・・・・・０ 最小許容フレーム間隔 0～50：100μS単位 
＋４ ０・・・・・・・０ トークン監視時間 1～255：１ｍｓ単位 
＋３ 
＋２ 
ＦＬ２１１のＩＰアドレス 通常は「０」で使用します 

＋１ 要求コード（００１２ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.３ パラメータ設定要求要求テキスト 
 
  例）ノード名「ＴａｒｇｅｔＮＯＤＥ」は次のように格納します。 

 15       8 7        0 
＋１４ “E” “D” 
＋１３ “O” “N” 
＋１２ “t” “e” 
＋１１ “g” “r” 
＋１０ “a” “T” 

            デバイスパラメータもノード名と同様に格納します。 

        ＩＰアドレスは「７．４．７ ＩＰアドレス」と同じ要領で格納します。 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 

  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 
 
データ部オフセットアドレス 15                             0  

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１２ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.４ パラメータ設定要求確認テキスト 
 
（３）その他 

（a）パラメータ設定を完了した後は、制御要求でＦＬ２１１のモードをオンラインモードに変更する必要が 
あります。 

（b）ＩＰアドレスをＦＬ－ｎｅｔのデフォルト値（１９２．１６８．２５０．スイッチ指定）で使用する場合 

は、設定値を「０．０．０．０」としてください。 
（c）ＩＰアドレスをデフォルト値以外で使用する場合、設定可能なＩＰアドレスは「クラスＣ」のアドレスです。

デフォルト値意外のＩＰアドレスを使用する場合、ＩＰアドレスのネットワークアドレス部はネットワー

ク上の他機器と共通にしないと通信が出来ません。 
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１２．５ 制御要求 
（１）機能 
Ｔ２＊からＦＬ２１１の動作制御を行う要求。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15                        0  

＋２ 指定情報  
＋１ 要求コード（００１３ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.５ 制御要求要求テキスト 
  ・指定情報 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 
                

 
 

 
 

ビット名 内  容 
STBY １：ランモードからスタンバイモードへ変更します。 
RUN １：スタンバイモードからランモードへ変更します。 

MTEN ラン要求（RUN=1）のとき、メッセージ伝送の許可／禁止を指定します。 
１：メッセージ伝送許可、０：メッセージ伝送禁止 

CTEN ラン要求（RUN=1）のとき、サイクリック伝送の許可／禁止を指定します。 
１：サイクリック伝送許可、０：サイクリック伝送禁止 

図 １２.６ 指定情報のフォーマット 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 

  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                   0  

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１３ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.７ 制御要求確認テキスト 
 
（３）その他 

（ａ）次の指定は禁止されています。（モード異常となります） 
   ・スタンバイ要求とラン要求を同時に行った場合 
   ・既になっていているモードを指定する場合 

   ・ダウンモード時にこの要求を行った場合 
（ｂ）実際にモードが変化したことは、ノードステータスで確認してください。 

（ｃ）パラメータが設定されていない状態で、ラン要求を行いますと、異常完了します。 
「自ノードパラメータ未設定」 

 

STBY 

RUN 

MTEN 

CTEN 

   注 意 
・メッセージ伝送をご使用にならない場合は、本モジュールをメッセージ伝送禁止でお使いください。 
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１２．６ ＲＡＳ情報読み出し要求 
（１）機能 
 Ｔ２＊から、ＦＬ２１１のＲＡＳ情報（内部エラー情報及び事象履歴）を読み出す機能。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15                   0  

＋４ 読み出し個数 1～30（範囲外は 30に補正） 
＋３ 開始位置 1～160（範囲外は1に補正) 
＋２ 要求種別  
＋１ 要求コード（００１５ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

                
              要求種別：読み出す RAS情報の種別を指定します。 

                   １：RASカウンタ 
２：不使用 

３：ポート情報 
４：事象トレース 
５：ＦＡ部情報 

６：UDPスタック情報 
７：ＲＡＳ情報クリア 

以下のＲＡＳ情報をクリアします 
  RASカウンタ／ポート情報／事象トレース／ログ情報 

              開始位置：事象トレースの読み出し開始位置を指定します。 

事象トレースは 160個トレースされ、それを越えると 
古いものから破棄されます。 

最新の事象が「１」で、最も古い事象が「１６０」です。 
              読み出し個数：事象トレースの読み出し個数を指定します。 

 

図 １２.８ RAS読み出し要求要求テキスト 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 
  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 
  ＲＡＳ情報の内容については「付録 B．５ ＲＡＳ情報」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

 
＋４ 

 
ＲＡＳ情報 

 

＋３ 読み出しＲＡＳ情報のバイト数  
＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１５ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.９ RAS情報読み出し要求確認テキスト 
 
（３）その他 
（ａ）要求種別を、１，３．４．５．６．７以外の値で要求すると、フォーマットエラーとなります。 
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１２．７ ＭＡＣアドレス読み出し 
（１）機能 
  自ノードのＭＡＣアドレスを読み出します。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

＋１ 要求コード（００１７ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.１０ MACアドレス読み出し要求テキスト 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 

  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                    0  

＋５ 
＋４ 
＋３ 

←ＭＳＢ 
ＭＡＣアドレス 
        ＬＳＢ→ 

ＭＡＣアドレスの並びは 
７．４．８と同じ 

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１７ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.１１ MACアドレス読み出し確認テキスト 
 

 
１２．８ 時刻設定要求 
（１）機能 
ＦＬ２１１モジュール内部の時刻設定を行います。この時刻は事象トレースのタイムスタンプに使用します。 
ＦＬ２１１の内部時計の精度は±４０秒／日です。１日１回時刻設定を実施することをお薦めします。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15        ８ ７          0  

＋４ 秒 分 データは”ＢＣＤ”コートﾞ 
＋３ 時 日  
＋２ 月 年  
＋１ 要求コード（００１８ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.１２ 時刻設定要求要求テキスト 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 
  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１８ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.１３ 時刻設定要求確認テキスト 
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１２．９ コモンメモリ読み出し要求 
（１）機能 
自ノードのＦＬ２１１のコモンメモリから、コモンメモリデータを読み出す要求。 

コモンメモリは、「８．メモリ空間のアクセス方法」で述べましたように、ＲＥＡＤ命令を使用して直接デ

ータの読み出しが可能ですが、データの同時性はワード単位でしか保証されません。 

この要求は、ＦＬ２１１のソフトウェアを介することで、伝送路の送受信単位の同時性が保証されます。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15                        0  

＋４ 読み出しワード数  
＋３ 先頭ワードアドレス 各領域の先頭が「０」 
＋２ コモンメモリ領域指定 ０：領域１、１：領域２ 
＋１ 要求コード（００２０ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.１４ コモンメモリ読み出し要求要求テキスト 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 
 完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

 
 
＋３ 

 
 
読み出しデータ 

 

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００２０ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.１５ コモンメモリ読み出し要求確認テキスト 
 
（３）その他 

（ａ）この方法は、ソフトウェアを介して行われるため、ＲＥＡＤ命令で直接コモンメモリデータを読み出す 
方法に比べ、処理時間がかかります。どちらの方法を選択するか十分考慮してください。 
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１２．１０ コモンメモリ書込み要求 
（１）機能 
自ノードのＦＬ２１１のコモンメモリに対して、コモンメモリデータを書き込む要求。 

コモンメモリは、「８．メモリ空間のアクセス方法」で述べましたように、ＷＲＩＴＥ命令を使用して直接

データを書き込むことが可能ですが、データの同時性はワード単位でしか保証されません。 

この要求は、ＦＬ２１１のソフトウェアを介することで、伝送路の送受信単位の同時性が保証されます。 

 
（２）データ部フォーマット 

（ａ）ポート１要求テキストエリア 

 
データ部オフセットアドレス 15                       0  

 
＋５ 

 
書き込みデータ 

 

＋４ 書き込みワード数  
＋３ 先頭ワードアドレス 各領域の先頭が「０」 
＋２ コモンメモリ領域指定 ０：領域１、１：領域２ 
＋１ 要求コード（００１９ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（任意の値）  

図 １２.１６ コモンメモリ書込み要求要求テキスト 
 
（ｂ）ポート 1確認テキストエリア 
  完了ステータスについては「付録Ｂ．４ 完了ステータス」をご参照ください。 

 
データ部オフセットアドレス 15                     0  

＋２ 完了ステータス  
＋１ 要求コード（００１９ｈ）  
＋０ ＩＤ番号（要求テキストと同じ値）  

図 １２.１７ コモンメモリ書込み要求確認テキスト 
 
（３）その他 
（ａ）この方法は、ソフトウェアを介して行われるため、ＷＲＩＴＥ命令で直接コモンメモリデータを書き込む 

方法に比べ、処理時間がかかります。どちらの方法を選択するか十分考慮してください。 
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１３ ＲＡＳ機能 

ＦＬ２１１の RAS機能について説明します。尚、ＦＬ－ｎｅｔの共通的なRAS機能に関しては共通説明書を

ご参照ください。 
ＦＬ２１１の RAS機能は以下の通りです。 

（１）LED表示によるモジュール状態表示 
（２）ＦＬ２１１ＲＡＳ情報エリア 
（３）専用要求で読み出せるＲＡＳ情報 

 
 

１３．１ ＬＥＤ表示 
ＬＥＤ表示の内容は、「３．２ ＬＥＤ表示部」の「表 3.1 LED表示部の表示内容」をご参照ください。 

 

 
１３．２ ＦＬ２１１ＲＡＳ情報エリア 
ＦＬ２１１の拡張メモリ上には、「７．４ ＲＡＳ情報エリア」で説明しましたＦＬ２１１の RAS情報が格納
されています。これらの情報をＲＥＡＤ命令で読み出して、監視してください。特に重要なＲＡＳ情報を以下に

示します。 

（１）ノードステータス 
（２）ダウン情報（ＦＬ２１１がダウンした場合読み出しを行います） 

（３）インリングノードマップ 
（４）サイクリックデータ有効マップ 
詳細につきましては、７．４項をご参照ください。 

 
 

１３．３ 専用要求で読み出せるＲＡＳ情報 
 「１２．６ ＲＡＳ情報読み出し」要求を使用することで、より詳細なＲＡＳ情報を採取することができます。 
これらの情報については、常時監視する必要性が少なく、主として異常現象が発生した際の調査用に使用します。 

詳細につきましては、「１２．６ ＲＡＳ情報読み出し」をご参照ください。 
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１４ 保守 

 ここでは、ＦＬ２１１の保守について説明します。 

 
１４．１ 確認項目 
保守･点検上の主要な確認項目を示します。 
（１）ＲＡＳ情報 
この説明書の「１３．ＲＡＳ情報」で説明しています、「ＬＥＤ表示」、「ＦＬ２１１ＲＡS情報エリア」お

よび「専用要求で読み出せるＲＡＳ情報」があります。 
詳細につきましては、１３章および関連の章をご参照ください。 

             
（２）パラメータ 
パラメータが未設定とか、正常な設定がされていない場合、ＦＬ２１１がスタンバイ状態のままで、スキ

ャンデータの更新がされない状態となります。このような状態の場合、パラメータ設定要求を確認してく

ださい。
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１４．２ 点検 
（１）日常点検 
   運転開始時、および運転中は次の項目を確認して下さい。 

表 １４.１ 日常点検項目 
点検項目 方法 判定条件 異常時の処理 
ＬＥＤ表示 目視 「13.1 LED 表示」をご

参照ください。 
同左 

 
（２）定期点検 
   一ヶ月または数ヶ月の単位で次の点検を実施してください。 

表 １４.２ 定期点検項目 
点検項目 方法 判定条件 異常時の処理 
盤内/盤外ケー
ブルの配線状

態 

目視 ケーブルの固定にゆるみ

が無いか、ケーブルの自

重がｺﾈｸﾀ部に負荷をかけ

ていないか 

ｸﾗﾝﾌﾟなどによるケーブル固定 

コネクタのゆ

るみ 
目視 盤内/盤外ケーブルのコネ

クタ結合部にゆるみがな

いか 

コネクタの締め直し（注） 

接地状態の点

検 
目視 接地箇所に変更が無いか 

ネジ等の部品にゆるみが

ないか 

接地方法の修正 
ネジ等の締め直し 

モジュール通

気穴 
目視 ゴミ・ホコリによる目詰

まりが無いか 
清掃 

設置環境 環境条件の測定 使用環境範囲内 環境改善 
  （注）コネクタの締め直しは一度ケーブルを外して行うため、システムが停止している状態で実施してく 

ださい。 
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１４．３ 不適応時の処理 
異常事象とそれに対応する処置を以下に示します。 

表 １４.３ 主な異常事象 
No 異常事象 推定要因 処置 
1 電源断または異常 電源の一次側電圧の調査 
2 スイッチの異常設定 

（他ノードとの重複、設定

値が 
“００”または”ＦＦ”） 

スイッチ設定の見直し 
 

3 

”ＲＵＮ”が消灯 

モジュール故障 ツールによるダウン情報の収集

後モジュール交換 
4 
5 

パラメータの未設定または

異常 
ＬＥＤ”ＰＥＲ”が点灯してい

た場合 
パラメータの確認 

6 

“ＬＩＮＫ”が消灯 

伝送路の異常 伝送路の確認およびモジュール

の確認 
7 “ＬＮＴ”が消灯 １０ＢＡＳＥ－Ｔリンク状

態の異常 
ＨＵＢおよびＨＵＢへのケーブ

ル確認 
8 ”ＰＥＲ”が点灯 パラメータの未設定または

異常 
パラメータの再確認 

9 “ＡＣＣ”が消灯 接続Ｓコントローラの異常

または停止状態 
Ｓコントローラの確認 

10 伝送路の異常 伝送路の確認 
11 

LEDの 
異常表示 
 

“ＣＯＬ”が点灯 
イーサネット機器との混在 システムの確認および分離 

12 モジュールの異常 モジュールの

交換 
13 

“ＤＯＷＮ”ビットが 
セット 

スイッチの異常設定 
（他ノードとの重複、設定

値が 
“００”または”ＦＦ”） 

スイッチ設定

の見直し 

ダウン情報読

み出しで詳細

情報が読み出

せます 

14 パラメータの未設定または

異常 
パラメータの確認 

15 

“ＳＴＢＹ”がセット 

サイクリック／メッセージ

伝送禁止 
パラメータの確認 

16 “ＥＲＲ”がセット パラメータの未設定または

異常 
パラメータの確認 

17 パラメータの未設定または

異常 
パラメータの確認 

18 

“ＬＮＫ”がセット 
しない 

伝送路の異常 伝送路の確認およびモジュール

の確認 
19 “ＧＤＬＮＫ”がセットし

ない 
１０ＢＡＳＥ－Ｔリンク状

態の異常 
ＨＵＢおよびＨＵＢへのケーブ

ル確認 
20 

ノード 
ステータス 

“ＤＰＡＤＲ”がセット ノードアドレスが重複 スイッチ設定の見直し 
21 特定の他局がオンラインに

ならないまたはオンライン

とオフラインを繰り返す 

該当のモジュール故障また

は 
近接の伝送路故障 

モジュールの交換 
該当局回りの伝送路状態の確認 

22 

ノード 
マップ 

不特定の他局がオンライン

にならないまたはオンライ

ンとオフラインを繰り返す 

伝送路の故障 伝送路の確認 

23 パラメータ
設定 

伝送パラメータが設定でき

ない 
設定パラメータが異常 設定パラメータのチェック 
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表 １４.４ 主な異常事象（続き） 
No 異常事象 推定要因 処置 
24 データが届かない パラメータ誤設定 設定の確認と再設定 
25 リフレッシュサイクル時間

誤設定 
リフレッシュサイクル時間の見

直し 
26 

サイクリッ

ク伝送 データの更新が滞る 

サイクリック伝送容量大 応答時間と伝送容量の再見直し 
27 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ誤設定 パラメータの見直し 
28 メッセージ伝送禁止 ステーションステータスで確

認、再指定 
29 

データが届かない 
(補足 2) 

伝送路異常による回線動作

多発 
伝送路の確認、モジュールの交

換 
 

30 

メッセージ

伝送 

伝送処理時間が遅い 伝送路異常による回線動作

多発 
伝送路の確認、モジュールの交

換 
 

(補足１) 伝送路の確認は共通取扱説明書をご参照ください。 
(補足 2) メッセージ伝送で異常完了した場合、完了ステータスを確認ください。 
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１４．４ ＲＡＳ情報のバックアップ 
 
ＦＬ２１１にはＲＡＳ情報の電源断時のデータ保持機能があります。モジュールを交換後、以下に示す時間内

はデータを保持していますので、別のユニットに実装し直すことでデータを確認することが可能です。尚、バッ

クアップされるＲＡＳ情報については「７．４ ＲＡＳ情報エリア」を参照ください。 

＜バックアップ時間＞ 
・全使用温度範囲内・・・・1時間 
・２５℃・・・・・・・・・１日（２４時間） 
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１４．５ 寿命品の交換周期 
 
 ＦＬ２１１で使用しています寿命部品とその推奨交換時期を表 14-5に示します。 

 

表 １４.５ ＦＬ２１１の寿命部品と推奨交換時期 
寿命部品 推奨交換時期 備考 

アルミ電解コンデンサ ７年 電源断時のデータ保持用 
 

 
ＦＬ－ｎｅｔシステムでご使用のネットワーク部品（例えばリピータ，ＨＵＢ等の弊社製品以外のもの）につ

きまして、システム構築時に選定したメーカにご確認くださるようお願いします。 
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付録 Ａ サンプルプログラム 

 本サンプルプログラムでは、Ｔ２Ｅ／Ｔ２Ｎの基本ユニット、スロット１に実装したＦＬ２１１に対して、 

（１）パラメータ設定 
（２）制御要求（ラン要求） 

を行い、ネットワーク加入していることを確認して、自局送信エリアにインクリメントデータを書き込み、自局

受信エリアから読み出した値とコンペアを行っています。 
本プログラムをＴ２Ｅ／Ｔ２Ｎに登録し、Ｔ２Ｅを「ＨＡＬＴ→ＲＵＮ」するとプログラムが起動します。 
 
          メインプログラム           ブロック   1 
     |                                                                         |  
     |                  R0100                                                  |  
    1|[00010  TON  T080]-|/|-+[D0250   =  08708][ SET R0120][ SET R0100]------ |  
     |                       |                                                 |  
     |                       |                                                 |  
     |                       +[D0250   =  08704][ SET R0120][ SET R0100]------ |  
     |                       |                                                 |  
     |                       |                                                 |  
     |                       +[D0250   =  08196][ SET R0120][ SET R0100]------ |  
     |                       |                                                 |  
     |                       |                                                 |  
     |                       +[D0250   =  08192][ SET R0120][ SET R0100]------ |  
     |                                                                         |  
     |/* 電源ＯＮから１秒後、ＦＬ２１１のステータスをチェックする。*/          |  
     |/* スタンバイ状態ならパラメータ設定要求を起動 */                         |  
     |                                                                         |  
     |R0101                                                             R0110  |  
    2|-| |---------------------------------------------------------------( )-- |  
     |                                                                         |  
     |/* リセット要求：ＯＮ */                                                 |  
     |                                                                         |  
     |R010F                                                                    |  
    3|-| |--[ 12291 MOV D0002][ 00001 MOV D0003][ 00000 MOV D0253]---------[]  |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
     | []---[D0253 WRITE D0002  ->  H0001][ RST R010F]------------------------ |  
     |                                                                         |  
      /* ＦＬ２１１のダウン情報エリアの消去ルーチン…R010F をＯＮ */ 
      /*（バッテリバックアップされているため）*/ 
 
 
          メインプログラム           ブロック   2 
     |                                                                         |  
    1|[ 12289 MOV D0000][ 00001 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0250]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    2|[ 12291 MOV D0000][ 00001 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0252]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    3|[ 12394 MOV D0000][ 00001 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0254]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    4|[ 12294 MOV D0000][ 00016 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0255]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    5|[ 12395 MOV D0000][ 00016 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0271]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    6|[ 12320 MOV D0000][ 00006 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0290]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    7|[ 12323 MOV D0000][ 00006 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0300]------ |  
     |                                                                         |  
     |                                                                         |  
    8|[ 12416 MOV D0000][ 00100 MOV D0001][H0001 READ  D0000  ->  D0400]------ |  
     |                                                                         |  
      /* ＲＡＳ情報エリアの読み出し…D0250：ステーションステータス、等 */ 
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          メインプログラム           ブロック  10   /* リセット要求ルーチン */ 
     |                                                                          |  
     |R0110                                                                    |  
    1|-| |-+[ 01101 MOV D0020][ 00017 MOV D0021]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 08704 MOV D0004][ 00002 MOV D0005]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +-|^|--[D0020 WRITE D0004  ->  H0001][ SET R0111]------------------ |  
     | /* 要求テキストエリアにリセット要求を書込 */                            |  
     |                                                                         |  
     |R0111                                                                    |  
    2|-| |-+[ 00001 MOV D0006][ 16379 MOV D0007][ 00001 MOV D0008]------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0006 WRITE D0007  ->  H0001]------------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16383 MOV D0007][ 00001 MOV D0008]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0006 WRITE D0007  ->  H0001][ RST R0111][ SET R0112]------------ |  
     | /* リクエストレジスタ１およびコマンドレジスタに「１」を書き込み */      |  
     |                                                                         |  
     |R0112                                                                    |  
    3|-| |--[ 00020 TON T065 ][ RST R0112][ SET R0113]------------------------ |  
     |                                                                         |  
     |R0113                                                                    |  
    4|-| |-+[ 16381 MOV D0009][ 00001 MOV D0010][H0001 READ  D0009  ->  D0011] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16377 MOV D0009][ 00001 MOV D0010][H0001 READ  D0009  ->  D0012] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0011   =  00001][D0012   =  00001][ RST R0113][ SET R0114]------ |  
     | /* コンファームレジスタ１およびインタラプトレジスタが「１」になるのを待ち合わせ */ 
     |                                                                         |  
     |R0114                                                                    |  
    5|-| |-+[ 09345 MOV D0013][ 00002 MOV D0014][H0001 READ  D0013  ->  D0022] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ RST R0114][ SET R0115]------------------------------------------ |  
     | /* 完了ステータスを読み出す */                                          |  
     |                                                                         |  
     |R0115                                                                    |  
    6|-| |-+[ 00000 MOV D0015][ 16377 MOV D0016][ 00001 MOV D0017]------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0015 WRITE D0016  ->  H0001]------------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16381 MOV D0016][ 00001 MOV D0017]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0015 WRITE D0016  ->  H0001][ RST R0115][ RST R0101]------------ |  
     | /* コンファームレジスタ１およびインタラプトレジスタに「０」を書き込み */       |  
     | /* エラーの場合 */                                                      |  
     |                                                                         |  
     |R0113                                                                    |  
    7|-| |-+[D0250   =  08708]----+[ RST R0113][ RST R0101]------------------- |  
     |     |                      |                                            |  
     |     |                      |                                            |  
     |     +[D0250   =  08704]----|                                            |  
     |     |                      |                                            |  
     |     |                      |                                            |  
     |     +[D0250   =  08196]----|                                            |  
     |     |                      |                                            |  
     |     |                      |                                            |  
     |     +[D0250   =  08192]----+                                            |  
       /* リセット要求正常完了 */ 
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          メインプログラム           ブロック  11   /* パラメータ設定要求ルーチン */ 
     |                                                                         |  
     |R0120                                                                    |  
    1|-| |-+[ 01202 MOV D0025][ 00018 MOV D0026]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 0000000000 DMOV D0028･D0027][ 00050 MOV D0029][ 00000 MOV D0030] |  
     |     |  自局ＩＰアドレス                      トークン 監視時間     最小許容フレーム間隔 |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 00000 MOV D0031][ 00004 MOV D0032]------------------------------ |  
     |     |  領域１送信アドレス    領域１送信ワード数                                |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 00000 MOV D0033][ 00064 MOV D0034]------------------------------ |  
     |     |  領域２送信アドレス    領域２送信ワード数                                |  
     |     |                                                                   |  
     |     +['FL-TST1-1       '       ASC D0035]------------------------------ |  
     |     |  ノード名                                                          |  
     |     |                                                                   |  
     |     +['PU234E          '       ASC D0040]------------------------------ |  
     |     |  デバイス固有パラメータ                                               |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 08704 MOV D0004][ 00020 MOV D0005][D0025 WRITE D0004  ->  H0001] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ RST R0120][ SET R0121]------------------------------------------ |  
     | /* 要求テキストエリアにパラメータ設定要求を書込 */                      |  
     |                                                                         |  
     |R0121                                                                    |  
    2|-| |-+[ 00001 MOV D0006][ 16379 MOV D0007][ 00001 MOV D0008]------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0006 WRITE D0007  ->  H0001]------------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16383 MOV D0007][ 00001 MOV D0008]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0006 WRITE D0007  ->  H0001][ RST R0121][ SET R0122]------------ |  
     | /* リクエストレジスタ１およびコマンドレジスタに「１」を書き込み */      |  
     |                                                                         |  
     |R0122                                                                    |  
    3|-| |-+[ 16377 MOV D0009][ 00001 MOV D0010][H0001 READ  D0009  ->  D0011] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16381 MOV D0009][ 00001 MOV D0010][H0001 READ  D0009  ->  D0012] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0011   =  00001][D0012   =  00001][ RST R0122][ SET R0123]------ |  
     | /* コンファームレジスタ１およびインタラプトレジスタが「１」になるのを待ち合わせ */ 
     |                                                                         |  
     |R0123                                                                    |  
    4|-| |-+[ 09345 MOV D0013][ 00002 MOV D0014][H0001 READ  D0013  ->  D0045] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ RST R0123][ SET R0124]------------------------------------------ |  
     | /* 完了ステータスを読み出す */                                          |  
     |                                                                         |  
     |R0124                                                                    |  
    5|-| |-+[ 00000 MOV D0015][ 16377 MOV D0016][ 00001 MOV D0017]------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0015 WRITE D0016  ->  H0001]------------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16381 MOV D0016][ 00001 MOV D0017]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0015 WRITE D0016  ->  H0001][ RST R0124][ SET R0130]------------ |  
       /* コンファームレジスタ１およびインタラプトレジスタに「０」を書き込み */ 
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          メインプログラム           ブロック  12   /* 制御要求ルーチン */ 
     |                                                                         |  
     |R0130                                                                    |  
    1|-| |-+[ 01303 MOV D0050][ 00019 MOV D0051][ 04144 MOV D0052]------------ |  
     |     |                                      詳細情報：ラン               |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 08704 MOV D0004][ 00003 MOV D0005][D0050 WRITE D0004  ->  H0001] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ RST R0130][ SET R0132]------------------------------------------ |  
     | /* 要求テキストエリアにパラメータ設定要求を書込（ラン要求） */          |  
     |                                                                         |  
     |R0131                                                                    |  
    2|-| |-+[ 01304 MOV D0050][ 00019 MOV D0051][ 08192 MOV D0052]------------ |  
     |     |                                      詳細情報：スタンバイ         |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 08704 MOV D0004][ 00003 MOV D0005][D0050 WRITE D0004  ->  H0001] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ RST R0131][ SET R0132]------------------------------------------ |  
     | /* 要求テキストエリアにパラメータ設定要求を書込（スタンバイ要求） */    |  
     |                                                                         |  
     |R0132                                                                    |  
    3|-| |-+[ 00001 MOV D0006][ 16379 MOV D0007][ 00001 MOV D0008]------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0006 WRITE D0007  ->  H0001]------------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16383 MOV D0007][ 00001 MOV D0008]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0006 WRITE D0007  ->  H0001][ RST R0132][ SET R0133]------------ |  
     | /* リクエストレジスタ１およびコマンドレジスタに「１」を書き込み */      |  
     |                                                                         |  
     |R0133                                                                    |  
    4|-| |-+[ 16377 MOV D0009][ 00001 MOV D0010][H0001 READ  D0009  ->  D0011] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16381 MOV D0009][ 00001 MOV D0010][H0001 READ  D0009  ->  D0012] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0011   =  00001][D0012   =  00001][ RST R0133][ SET R0134]------ |  
     | /* コンファームレジスタ１およびインタラプトレジスタが「１」になるのを待ち合わせ */ 
     |                                                                         |  
     |R0134                                                                    |  
    5|-| |-+[ 09345 MOV D0013][ 00003 MOV D0014][H0001 READ  D0013  ->  D0053] |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ RST R0134][ SET R0135]------------------------------------------ |  
     | /* 完了ステータスを読み出す */                                          |  
     |                                                                         |  
     |R0135                                                                    |  
    6|-| |-+[ 00000 MOV D0015][ 16377 MOV D0016][ 00001 MOV D0017]------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0015 WRITE D0016  ->  H0001]------------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[ 16381 MOV D0016][ 00001 MOV D0017]------------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[D0015 WRITE D0016  ->  H0001][ RST R0135][ SET R0200]------------ |  
       /* コンファームレジスタ１およびインタラプトレジスタに「０」を書き込み */ 
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          メインプログラム           ブロック  13   /* データ伝送ルーチン */ 
     |                                                                         |  
     |R0200                                                                    |  
    1|-| |--[D0250  AND  H0100  ->  D0251][D0251   =  00256][ SET R0201]------ |  
     |                                                                         |  
     |R0201                                                             R0202  |  
    2|-| |--[D0251   =  00256]-----+-------------------------------------( )-- |  
     |                             |                                           |  
     |                             |                                    Y0000  |  
     |                             +-------------------------------------( )-- |  
     | /* ネットワークに加入しているかを確認 */                                |  
     |                                                                         |  
     |R0202 R0203                                                              |  
    3|-| |-+-|/|-+[ +1  W0000][W0000  TINZ(0016)W0001]------------------------ |  
     |     |     |                                                             |  
     |     |     |                                                             |  
     |     +     +[ +1  W0016][W0016  TINZ(0016)W0017]------------------------ |  
     |     |     |                                                             |  
     |     |     |                                                             |  
     |     +     +[ +1  W0032][W0032  TINZ(0016)W0033]------------------------ |  
     |     |     |                                                             |  
     |     |     |                                                             |  
     |     +     +[ +1  W0048][W0048  TINZ(0016)W0049]------------------------ |  
     |     |     |                                                             |  
     |     |     |                                                             |  
     |     +     +[ 00512 MOV D0362][ 00064 MOV D0363]------------------------ |  
     |     |     |                                                             |  
     |     |     |                                                             |  
     |     +     +[W0000 WRITE D0362  ->  H0001][ SET R0203][ SET R0204]------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |R0204                                                              |  
     |     +-| |--[00025  TON  T010][ RST R0204][ SET R0205]------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |R0205                                                              |  
     |     +-| |-+[ 01024 MOV D0360][ 00064 MOV D0361]------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[H0001 READ  D0360  ->  W0512][ RST R0205][ SET R0206]------ |  
     | /* インクリメントデータ作成、自局送信エリアに書き込み→受信エリアから読み出し */ 
     |                                                                         |  
     |R0206                                                             R0210  |  
    4|-| |-+[W0001･W0000  D=  W0513･W0512][W0003･W0002  D=  W0515･W0514]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0211  |  
     |     +[W0005･W0004  D=  W0517･W0516][W0007･W0006  D=  W0519･W0518]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0212  |  
     |     +[W0009･W0008  D=  W0521･W0520][W0011･W0010  D=  W0523･W0522]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0213  |  
     |     +[W0013･W0012  D=  W0525･W0524][W0015･W0014  D=  W0527･W0526]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0214  |  
     |     +[W0017･W0016  D=  W0529･W0528][W0019･W0018  D=  W0531･W0530]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0215  |  
     |     +[W0021･W0020  D=  W0533･W0532][W0023･W0022  D=  W0535･W0534]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0216  |  
     |     +[W0025･W0024  D=  W0537･W0536][W0027･W0026  D=  W0539･W0538]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0217  |  
     |     +[W0029･W0028  D=  W0541･W0540][W0031･W0030  D=  W0543･W0542]-( )-- |  
       /* 送信データと受信データのコンペア */ 
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     |                                                                         |  
     |R0206                                                             R0218  |  
    5|-| |-+[W0033･W0032  D=  W0545･W0544][W0035･W0034  D=  W0547･W0546]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R0219  |  
     |     +[W0037･W0036  D=  W0549･W0548][W0039･W0038  D=  W0551･W0550]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R021A  |  
     |     +[W0041･W0040  D=  W0553･W0552][W0043･W0042  D=  W0555･W0554]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R021B  |  
     |     +[W0045･W0044  D=  W0557･W0556][W0047･W0046  D=  W0559･W0558]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R021C  |  
     |     +[W0049･W0048  D=  W0561･W0560][W0051･W0050  D=  W0563･W0562]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R021D  |  
     |     +[W0053･W0052  D=  W0565･W0564][W0055･W0054  D=  W0567･W0566]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R021E  |  
     |     +[W0057･W0056  D=  W0569･W0568][W0059･W0058  D=  W0571･W0570]-( )-- |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                            R021F  |  
     |     +[W0061･W0060  D=  W0573･W0572][W0063･W0062  D=  W0575･W0574]-( )-- |  
     | /* 送信データと受信データのコンペア */                                  |  
     |                                                                         |  
     |R0206                                                                    |  
    6|-| |-+[RW021   = -00001][ RST R0206][ SET R0207]------------------------ |  
     |     |                                                                   |  
     |     |                                                                   |  
     |     +[RW021  <> -00001][YW000  OR   HFF00  ->  YW000]------------------ |  
     | /* コンペア結果が正常なら送信データをインクリメントして続行 */          |  
     | /* コンペア結果が異常ならエラー出力をＯＮ */                            |  
     |                                                                         |  
     |R0207                                                                    |  
    7|-| |--[00001  TON  T011][ RST R0207][ RST R0203]------------------------ |  
     |                                                                         |  
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          メインプログラム           ブロック  14   /* ログ情報監視ルーチン */ 
     |                                                                         |  
     |R0201                                                                    |  
    1|-| |--[00002  TON  T081]-|^|--[D0400 TMOV (0100)D0500][ SET R020A]------ |  
     | /* ＦＬ－ｎｅｔログ情報のチェック */                                    |  
     |                                                                         |  
     |S0045 R020A                                                              |  
    2|-|P|---| |-+[D0402   >  D0502][ SET Y0010]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0408   >  D0508][ SET Y0011]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0428   >  D0528][ SET Y0012]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0432   >  D0532][ SET Y0013]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0434   >  D0534][ SET Y0014]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0436   >  D0536][ SET Y0015]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0458   >  D0558][ SET Y0016]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0460   >  D0560][ SET Y0017]------------------------------ |  
     |                                                                         |  
     |S0045 R020A                                                              |  
    3|-|P|---| |-+[D0462   >  D0562][ SET Y0018]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0464   >  D0564][ SET Y0019]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0466   >  D0566][ SET Y001A]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0470   >  D0570][ SET Y001B]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0472   >  D0572][ SET Y001C]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0474   >  D0574][ SET Y001D]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0476   >  D0576][ SET Y001E]------------------------------ |  
     |           |                                                             |  
     |           |                                                             |  
     |           +[D0478   >  D0578][ SET Y001F]------------------------------ |  
       /* ネットワーク加入時からエラーカウンタがカウントアップすればエラー出力ＯＮ */  
 
 
 
          メインプログラム           ブロック 255 
     |                                                                         |  
    1|[END ]------------------------------------------------------------------ |  
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付録 Ｂ 各種情報 

Ｂ．１ ログ情報メモリマップ 
（１）送受信 

 
ワードアドレス 15                0 
  
３０８Ａｈ 非実装 
 予備 
３０８８ｈ 通算受信エラー回数 
 予備 
３０８６ｈ 通算受信回数 
  
３０８４ｈ 非実装 
 予備 
３０８２ｈ 通算ソケット部送信エラー回数 
 予備 
３０８０ｈ 通算ソケット部送信回数 

図Ｂ１－１ ログ情報（送受信） 

 
（２）フレーム種別 

 
ワードアドレス 15                0 
  
３０９Ａｈ 非実装 
  
３０９８ｈ 非実装 
  
３０９６ｈ 非実装 
  
３０９４ｈ 非実装 
  
３０９２ｈ 非実装 
  
３０９０ｈ 非実装 
  
３０８Ｅｈ 非実装 
  
３０８Ｃｈ 非実装 

図Ｂ１－２ ログ情報（フレーム種別） 
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（３）サイクリック伝送 

 
ワードアドレス 15                   0 
 予備 
３０Ａ４ｈ サイクリック伝送ＢＳＩＺＥエラー回数 
 予備 
３０Ａ２ｈ サイクリックＴＢＮエラー回数 
 予備 
３０Ａ０ｈ サイクリックＣＢＮエラー回数 
  
３０９Ｅｈ 非実装 
 予備 
３０９Ｃｈ サイクリック伝送受信エラー回数 

図Ｂ１－３ ログ情報（サイクリック伝送） 

 
（４）メッセージ伝送 

 
ワードアドレス 15                   0 
 予備 
３０ＡＥｈ メッセージ伝送通番再送認識回数 
 予備 
３０ＡＣｈ メッセージ伝送通番バージョンエラー 
 予備 
３０ＡＡｈ メッセージ伝送受信エラー回数 
 予備 
３０Ａ８ｈ メッセージ伝送再送オーバ回数 
 予備 
３０Ａ６ｈ メッセージ伝送再送回数 

図Ｂ１－４ ログ情報（メッセージ伝送） 

 
（５）ＡＣＫ関連 

 
ワードアドレス 15                   0 
  
３０Ｂ８ｈ 非実装 
  
３０Ｂ６ｈ 非実装 
 予備 
３０Ｂ４ｈ ＡＣＫ通番番号エラー回数 
 予備 
３０Ｂ２ｈ ＡＣＫ通番バージョンエラー回数 
 予備 
３０Ｂ０ｈ ＡＣＫエラー回数 

図Ｂ１－５ ログ情報（ＡＣＫ関連） 
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（６）トークン関係 

 
ワードアドレス 15                0 
 予備 
３０Ｃ２ｈ トークン監視タイムアウト回数 
 予備 
３０Ｃ０ｈ トークン保持タイムアウト回数 
 予備 
３０ＢＥｈ トークン再発行回数 
 予備 
３０ＢＣｈ トークン破棄回数 
 予備 
３０ＢＡｈ トークン多重化認識回数 

図Ｂ１－６ ログ情報（トークン関係） 

 
（７）状態１ 

 
 

ワードアドレス 15                0 
 予備 
３０ＣＥｈ 他ノード離脱認識回数 
 予備 
３０ＣＣｈ スキップによる離脱回数 
 予備 
３０ＣＡｈ 自己離脱回数 
 予備 
３０Ｃ８ｈ 加入回数 
 予備 
３０Ｃ６ｈ フレーム待ち状態回数 
  
３０Ｃ４ｈ 非実装 

図Ｂ１－７ ログ情報（状態１） 
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Ｂ．２ 管理情報メモリマップ 
 
（１）自ノード管理テーブル 

 
ワードアドレス 15           ８  ７           0 
３１１９ｈ 予備 プロトコルバージョン 
３１１８ｈ 予備 最小許容フレーム間隔 
３１１７ｈ 予備 トークン監視タイムアウト時間 
３１１６ｈ コモンメモリ領域２サイズ 
３１１５ｈ コモンメモリ領域２先頭アドレス 
３１１４ｈ コモンメモリ領域１サイズ 
３１１３ｈ コモンメモリ領域１先頭アドレス 
３１１２ｈ 上位層の状態 
３１１１ｈ 予備 ＦＡリンクの状態 
３１１０ｈ 予備 自ノードの状態 
 
 
３１０Ｂｈ 

メーカ名（５ワード） 
 
 

 
 
３１０６ｈ 

ベンダ名（５ワード） 
 
 

 
 
３１０１ｈ 

ノード名（５ワード） 
 
 

３１００ｈ 予備 ノード番号 
 

図Ｂ２－１ 自ノード管理テーブル 

 

 
（２）ネットワーク管理テーブル 

 
ワードアドレス 15           ８  ７             0 
３１２６ｈ 予備 
３１２５ｈ ＲＣＴ測定値の最小値 
３１２４ｈ ＲＣＴ測定値の最大値 
３１２３ｈ ＲＣＴ測定値 
３１２２ｈ ＲＣＴ現在地 
３１２１ｈ 予備 最小許容フレーム間隔 
３１２０ｈ 予備 トークン保持番号 

 
図Ｂ２－２ ネットワーク管理テーブル 
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（３）参加ノード管理テーブル(＃ＣＴＢＬ) 

 
ワードアドレス 15                           0 
 
 
 
３５ＦＣｈ 

 
不使用 

 
 

 
 
 
３５Ｆ８ｈ 

 
ノード２５４ 

 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
３２０８ｈ 

 
ノード２ 

 
 

 
 
 
３２０４ｈ 

 
ノード１ 

 
 

 
 
 
３２００ｈ 

 
不使用 

 
 

 
図Ｂ２－３ 参加ノード管理テーブル ＃ＣＴＢＬ（全体） 

 
ワードアドレス 15                           0 
＋３ｈ コモンメモリ領域２サイズ 
＋２ｈ コモンメモリ領域 2先頭アドレス 
＋１ｈ コモンメモリ領域１サイズ 
＋０ｈ コモンメモリ領域１先頭アドレス 

 
図Ｂ２－４ 参加ノード管理テーブル ＃ＣＴＢＬ（１ノード分） 
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（４）参加ノードテーブル（＃ＭＴＢＬ） 

 
ワードアドレス 15                           0 
 
 
 
３ＤＦ８ｈ 

 
不使用 

 
 

 
 
 
３ＤＦ０ｈ 

 
ノード２５４ 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
３６１０ｈ 

 
ノード２ 

 
 

 
 
 
３６０８ｈ 

 
ノード１ 

 
 

 
 
 
３６００ｈ 

 
不使用 

 
 

 
図Ｂ２－５ 参加ノード管理テーブル ＃ＭＴＢＬ（全体） 

 

 
 

ワードアドレス 15            ８   ７             ０ 
＋７ｈ 予備 
＋６ｈ 予備 
＋５ｈ 予備 
＋４ｈ リフレッシュサイクル許容時間 

予備 最小許容フレーム間隔 ＋３ｈ 
＋２ｈ 予備 トークン監視タイムアウト時間 
＋１ｈ 上位層の状態 
＋０ｈ 予備 リンクの状態 

 
図Ｂ２－６ 参加ノード管理テーブル ＃ＭＴＢＬ（１ノード分） 
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Ｂ．３ メッセージ伝送の通信データ 
（１）バイトブロックリード 

項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 
(M_RLT=0) 

 

異常応答 
(M_RLT=1) 

   

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－１ バイトブロックリードデータ 

 
（２）バイトブロックライト 

項目 データ部内容 

要求  

正常応答 
(M_RLT=0) 

なし 

異常応答 
(M_RLT=1) 

  

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－２ バイトブロックライトデータ 

 

Offset+0 

+1 

+2 

7 0 

リードデータ 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

+1 

+2 

7 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

 +1 

 +2 

  +2 

7 0 

ライトデータ 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

+1 

+2 

 

7 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 
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（３）ワードブロックリード 

 
項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 
(M_RLT=0) 

 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－３ ワードブロックリードデータ 

 
（４）ワードブロックライト  

 

項目 データ部内容 

要求  

正常応答 
(M_RLT=0) 

なし 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－４ ワードブロックライトデータ 

Offset+0 

+1 

 +2 

 

15 0 

リードデータ 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

 +1 

+2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

ライトデータ 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

     

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 
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（５）ネットワークパラメータリード  

 
項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 
(M_RLT=0) 

 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

図Ｂ３－５ ネットワークパラメータリードデータ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

製造業者形式 

リフレッシュサイクル測定値(最小値) 
+27 
リフレッシュサイクル測定値(最大値) 
リフレッシュサイクル測定値(現在値) 
リフレッシュサイクル許容時間設定値 
上位層の状態 
予備 プロトコルバージョン 
予備 リンクの状態 

予備 
最小許容フレーム間隔 予備 

トークン監視タイムアップ時間 

領域 2のサイズ 
領域 2の先頭アドレス 
領域 1のサイズ 
領域 1の先頭アドレス 

ベンダ名 

ノード名(設備名) 
0ffset+0 

+5 
+4 

+9 
+10 

+14 
+15 

+16 
+17 
+18 
+19 
+20 
+21 
+22 
+23 
+24 

+25 
+26 

15 0 8 7 

Offset+0 

+1 

+2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。サイズは，

1024オクテットまでの大きさで任意。 
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（６）ネットワークパラメータライト 

 
項目 データ部内容 

要求  

 

 

 

 

 

 

 

 

設定パラメータフラグが16#01のときアドレス及びサイズの設定だけが書き込ま

れる。 

設定パラメータフラグが16#02のときノード名の設定だけが書き込まれる。 

設定パラメータフラグが16#03のときアドレスの設定及びノード名の設定両方が

書き込まれる。 

正常応答 
(M_RLT=0) 

なし 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－６ ネットワークパラメータライトデータ 

 
（７）停止指令 

項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 
(M_RLT=0) 

なし 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－７ 停止指令データ 

 

 

Offset+0 

+1 

+2 

15 0 
エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

+9 

0 設定パラメータフラグ 

領域 2のサイズ 
領域 2の先頭アドレス 
領域 1のサイズ 
領域 1の先頭アドレス 

ノード名(設備名) 

0ffset+0 

+2 

+4 
+5 

+3 

+1 

15 0 8 7 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 
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（８）運転指令 

項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 
(M_RLT=0) 

なし 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

 

 

 

 

 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－８ 運転指令データ 

 
（９）プロファイルリード  

項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 
(M_RLT=0) 

 

 

 

 

 

 

 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

 

 

 

 

 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－９ プロファイルリードデータ 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

リードデータ 

データについては，この規定の範囲外。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

15 0 
エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 
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（１０）透過型メッセージ 

項目 データ部内容 

要求  

正常応答 
(M_RLT=0) 

 

異常応答 
(M_RLT=1) 

 

未実装応答 
(M_RLT=2) 

なし 

図Ｂ３－１０ 透過型メッセージデータ 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

透過形メッセージサービスのデータ 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

透過形メッセージサービスのデータ 

サイズは，1024オクテットまでの大きさで任意。 
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（１１）ログデータリード 

項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 

(M_RLT=0) 

 

異常応答 

(M_RLT=1) 

 

図Ｂ３－１１ ログデータリードデータ 

 
（１２）ログデータクリア 

項目 データ部内容 

要求 なし 

正常応答 

(M_RLT=0) 

なし 

異常応答 

(M_RLT=1) 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｂ３－１２ ログデータクリアデータ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

リードデータ 

データについては，附属書 2参照。 

サイズは，512オクテット。 

Offset+0 

+1 

+2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，5 1 2 オクテットまでの大きさで任意。 

Offset+0 

   +1 

   +2 

 

15 0 

エラーコード 

エラーコードは，ユーザが定義する。 

サイズは，5 1 2 オクテットまでの大きさで任意。 
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（１３）メッセージ折返し 

項目 データ部内容 

要求  

正常応答 
(M_RLT=0) 

 

図Ｂ３－１３ メッセージ折返しデータ 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Offset+0 

  +1 

  +2 

 

15 0 

データ 

データについては，ユーザ任意。 

サイズは，1024オクテットまで。 

Offset+0 

  +1 

  +2 

 

15 0 
データ 

データについては，ユーザ任意。 

サイズは，1024オクテットまで。 
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Ｂ．４ 完了ステータス 
表Ｂ４－１ 完了ステータス 

Ｎｏ 完了名称 コード値 内            容 

１ 正常完了または受信応答 ０００１Ｈ 
要求が正常に完了したことを示します 
受信指示に対する処理が完了したことを示します 

２ 自局故障 ０００２Ｈ 
自局がダウンモードのため要求が処理できないことを 
示します 

３ 自局スタンバイ ０００３Ｈ 

スタンバイモードで下記要求が発行された時の応答 
（1）コモンメモリ読み出し要求 
（2）コモンメモリ書き込み要求 
（3）メッセージ送信要求 

４ タイムアウト ００２０Ｈ 
コモンメモリ書き込み要求で、書き込んだ内容が２秒間送信 
されなかったことを示します 

５ レングス異常 ００３０Ｈ 

（1）メッセージ送信要求の「送信データ長」 
（2）コモンメモリ読み出し要求の「読み出しワード数」 
（3）コモンメモリ書き込み要求の「書き込みワード数」 
が異常であることを示します 

６ ステーションモード異常 ００４０Ｈ 

（1）スタンバイモード以外でパラメータ設定要求を行った時 
（2）ランモード以外の時にスタンバイ要求を行った時 
（3）スタンバイモード以外の時にラン要求を行った時 
の応答 

７ 自ノードパラメータ未設定 ００５０Ｈ 自局パラメータを設定しないでラン要求を行った時の応答 

８ 伝送禁止状態 ００６０Ｈ 
サイクリック伝送／メッセージ伝送が禁止状態にもかかわらず 
Ｔ２＊から関連する要求が発行された時の応答 

００７０Ｈ 
（1）要求テキストにフォーマット上の異常があった時 
（2）ＲＡＳ情報読み出し要求で存在しない要求種別を使用 
した時の応答 

００７２Ｈ 要求コード異常／実際にない要求コードを使用した時の応答 
００７３Ｈ 時刻設定要求：「年」がフォーマットエラー 
００７４Ｈ 時刻設定要求：「月」がフォーマットエラー 
００７５Ｈ 時刻設定要求：「日」がフォーマットエラー 
００７６Ｈ 時刻設定要求：「時」がフォーマットエラー 
００７７Ｈ 時刻設定要求：「分」がフォーマットエラー 

９ フォーマットエラー 

００７８Ｈ 時刻設定要求：「秒」がフォーマットエラー 

１０ 送信処理中 ００Ａ７Ｈ 

メッセージ送信要求で、下記の場合の応答 
（1）他ポートで送信中のため要求を処理できない 
（2）ACKが異常であった 
（3）再送回数オーバーとなった 

１１ 自局ＩＰアドレス異常 ００Ａ２Ｈ 
パラメータ設定要求時にＦＬ２１１のＩＰアドレスに 
クラスＣ以外のアドレスをしていした時の応答 
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Ｂ．５ ＲＡＳ情報 
ＲＡＳ情報読み出し要求で読み出すＲＡＳ情報の内容について記載しています。 

 
（１）ＲＡＳカウンタ（１６ワード） 

                
ワードアドレス 15                     ０ 
＋１５ 不使用 
＋１４ 不使用 
＋１３ 不使用 
＋１２ 不使用 
＋１１ 不使用 
＋１０ 不使用 
＋９ 送信要求回数 
＋８ 正常送信回数 
＋７ 不使用 
＋６ オーバフロー回数 
＋５ ＣＲＣエラー回数 
＋４ アライメント回数 

不使用 ＋３ 
＋２ 不使用 
＋１ 不使用 
＋０ 正常受信回数 

図Ｂ５－１ ＲＡＳカウンタ 
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（２）ポート情報 
ワードアドレス 15                     ０ 
＋３１ ポート２デュアルポート上書き回数 
＋３０ ポート２伝送状態禁止 
＋２９ ポート２受信指示要求回数 
＋２８ ポート２受信データ受信正常回数 
＋２７ ポート２受信データ受信異常回数 
＋２６ ポート２受信メモリプール獲得異常回数 
＋２５ 不使用 
＋２４ 不使用 
＋２３ ポート２送信２ＭＢＸ受信正常回数 
＋２２ ポート２送信２メモリプール獲得異常回数 
＋２１ ポート２送信２送信データサイズ異常回数 
＋２０ ポート２送信２データ送信正常回数 
＋１９ ポート２送信２データ送信異常回数 
＋１８ 不使用 
＋１７ 不使用 
＋１６ 不使用 
＋１５ ポート２送信１ＭＢＸ受信正常回数 
＋１４ ポート２送信１メモリプール獲得異常回数 
＋１３ ポート２送信１送信データサイズ異常回数 
＋１２ ポート２送信１データ送信正常回数 
＋１１ ポート２送信１データ送信異常回数 
＋１０ 不使用 
＋９ 不使用 
＋８ 不使用 
＋７ 不使用 
＋６ 不使用 
＋５ 不使用 
＋４ ポート１応答異常回数 

ポート１応答正常回数 ＋３ 
＋２ ポート１要求コード異常回数 
＋１ 不使用 
＋０ ポート１メモリプール獲得異常回数 

図Ｂ５－２ ポート情報 
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（３）事象トレース 
（ａ）1レコード構成 

 
ワードアドレス 15                      ０ 
＋７ｈ 秒 分 
＋６ｈ 時 日 
＋５ｈ 月 年 
＋４ｈ 詳細情報４ 

詳細情報３ ＋３ｈ 
＋２ｈ 詳細情報２ 
＋１ｈ 詳細情報１ 
＋０ｈ 事象コード 

              （注）時刻情報はＢＣＤで表示されています。 
図Ｂ５－３ 事象トレースの構成（１レコード分） 

 
（ｂ）事象コード 

表Ｂ５－１ 事象コード一覧 

事象コード 内容 
０００２ｈ NMI（ノンマスカブル割り込み）発生 
０００４ｈ 起動 
０００５ｈ モード変化 
０００７ｈ バッファ確保異常 
０１００ｈ ポート１異常完了 
０２００ｈ ポート 2異常完了 

 
（ｃ）詳細情報 

表Ｂ５－２ 詳細情報一覧 

事象コード 詳細情報    内容／備考 

 １ ２ ３ ４  

0002h 番地（下位） 番地（上位） 0000h ﾘｰﾄﾞﾎﾟｰﾄ内容  ＮＭＩ 

   0002h  ウォッチドッグエラー 

   0004h  バスストール 

0004h 0001h    電源投入 

 0003h    ソフトリセット 

0005h 0000h 変化前モード 変化後モード  初期化時のモード変化 

 0001h    制御要求によるモード変

化 

0007h タスク ID メモリプール

番号 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ  タスクでの異常 

 0000h    割り込みハンドラでの異

常 
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表Ｂ５－３ 詳細情報一覧（続き） 

事象コード 詳細情報    内容／備考 

 １ ２ ３ ４  

0100h 0012h 0002h   自局故障 

  0040h 現モード  ｽﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ異常  

  0070h 0001h トークン監視時

間 

トークン監視時間の異常 

   0002h 最小許容ﾌﾚｰﾑ間

隔 

最小許容ﾌﾚｰﾑ間隔の異常 

   0003h  領域 1設定の異常 

   0004h  領域 2設定の異常 

  00A2h   自局ＩＰｱﾄﾞﾚｽ異常 

 0013h 0002h   自局故障 

  0040h 現モード 指定情報 ｽﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ異常  

  0050h   自ノードパラメータ未設

定 

 0015h 0070h 0001h 要求種別 要求種別の異常 

 0017h 0002h   自局故障 

 0018h 0002h   自局故障 

  0073h 年  年設定異常 

  0074h 月  月設定異常 

  0075h 日  日設定異常 

  0076h 時  時設定異常 

  0077h 分  分設定異常 

  0078h 秒  秒設定異常 

 0019h 0002h   自局故障 

  0003h   自局スタンバイ 

  0020h   タイムアウト 

  0030h   書き込みワード数の異常 

  0060h 現モード  伝送禁止状態 

  0070h 0001h  サイクリックデータ領域

種別の異常 

   0002h  指定アドレスの異常 

 0020h 0002h   自局故障 

  0003h   自局スタンバイ 

  0030h   読み出しワード数の異常 

  0060h 現モード  伝送禁止状態 

  0070h 0001h  サイクリックデータ領域

種別の異常 

   0002h  指定アドレスの異常 

 要求コード 0072h   要求コード異常 
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表Ｂ５－４ 詳細情報一覧（続き） 

事象コード 詳細情報    内容／備考 

 １ ２ ３ ４  

0200h 0021h 0002h   自局故障 

  0003h   自局スタンバイ 

  0030h 送信データ長  送信データ長の異常 

  0060h 現モード  伝送禁止状態 

  0070h 0001h 相手先ノード番

号 

相手先ノード番号の異常 

   0002h  1対 1/1対Nの異常 

  00A7h 0001h  送信処理中 

   0002h ACK ACK異常 

 0022h 0002h   自局故障 

  0003h   自局スタンバイ 

  0060h 現モード  伝送禁止状態 

 要求コード 0072h   要求コード異常 
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（４）ＦＡ部情報 
ワードアドレス 事象（回数）   
＋２７ｈ   
＋２６ｈ 

メッセージ SEQエラ
ー   

＋２５ｈ   
＋２４ｈ 

メッセージ V-SEQエ
ラー   

＋２３ｈ ＋６Ｂｈ 
＋２２ｈ 

サイクリック BSIZE
エラー ＋６Ａｈ 

トークン保持タイムアウト 

＋２１ｈ  
＋２０ｈ 

サイクリック TBN エ
ラー  

＋１Ｆｈ  
＋１Ｅｈ 

サイクリック CBNエ
ラー ＋５６ｈ 

不使用 

＋１Ｄｈ ｲﾍﾞﾝﾄ ＋５５ｈ 
＋１Ｃｈ ｽﾃｰﾄ ＋５４ｈ 

通番バージョンエラー(ACK受信側) 

＋１Ｂｈ ＋５３ｈ 
＋１Ａｈ 

サイクリックデータ

破棄 ＋５２ｈ 
通番エラー(ACK受信側) 

＋１９ｈ  
＋１８ｈ 

RCTタイムアウト 
 

＋１７ｈ  
＋１６ｈ 

トークン監視タイム

アウト ＋４Ｃｈ 

不使用 

＋１５ｈ ＋４Ｂｈ 
＋１４ｈ 

フレーム待ち発生 
＋４Ａｈ 

相手ノード無応答 

＋１３ｈ  
＋１２ｈ 

トークン破棄 
 

＋１１ｈ  
＋１０ｈ 

トークン多重化検出 
＋３８ｈ 

不使用 

＋Ｆｈ ＋３７ｈ 
＋Ｅｈ 

他ノード離脱発生 
＋３６ｈ 

ｻｲｽﾞｴﾗｰ（メッセージ受信側） 

＋Ｄｈ ＋３５ｈ 
＋Ｃｈ 

スキップ離脱発生 
＋３４ｈ 

通番バージョンエラー（メッセージ受信側） 

＋Ｂｈ ＋３３ｈ 
＋Ａｈ 

自己離脱 
＋３２ｈ 

通番エラー(メッセージ受信側) 

＋９ｈ ＋３１ｈ 
＋８ｈ 

加入 
＋３０ｈ 

ｷｭｰｲﾝｸﾞ初期化未完了 

＋７ｈ ＋２Ｆｈ 
＋６ｈ 

送信エラー 
＋２Ｅｈ 

バッファ･ﾌﾙｴﾗｰ 

＋５ｈ ＋２Ｄｈ 
＋４ｈ 

通算送信 
＋２Ｃｈ 

ＡＣＫ正常 

＋３ｈ ＋２Ｂｈ 
＋２ｈ 

受信エラー 
＋２Ａｈ 

ＡＣＫ異常 

＋１ｈ ＋２９ｈ 
＋０ｈ 

通算受信 
＋２８ｈ 

メッセージ再送回数オーバ 

図Ｂ５－４ ＦＡ部情報 
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（５）UDPスタック情報 

 
ワードアドレス 15                     ０ 
＋１５ 不使用 
＋１４ 不使用 
＋１３ 不使用 
＋１２ 不使用 
＋１１ 不使用 
＋１０ 不使用 
＋９ 不使用 
＋８ 不使用 
＋７ 不使用 
＋６ 不使用 
＋５ 不使用 
＋４ 不使用 

送信エラー回数 ＋３ 
＋２ 送信パケット破棄回数 
＋１ 受信エラー回数 
＋０ 受信パケット破棄回数 

図Ｂ５－５ ＵＤＰスタック情報 
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